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「環境報告書」とは、事業者（企業・団体・学校等）が、

自らの事業活動によって生じる環境負荷、負荷軽減の努力

や環境マネージメントに関する方針・目標・計画等につい

て取りまとめ、広く一般に開示するための公的文書です。

その内容は、環境省作成のガイドラインに従い作成されま

す。事業者は、環境報告書を作成・公表することにより、

事業体が行っている環境取組みに対する社会的説明責任

を果たし、社会からの信頼を勝ち得るとともに、自社の従

業員（大学では教職員・学生）の環境安全意識向上にも活

用できます。 

各国立大学法人においても、環境安全管理委員会の設

置・活動及び年 1 回の環境報告書発行は、法律（事業者

の環境配慮促進法）によって義務付けられております。本

報告書は、そのような理念のもと、富山大学環境安全推進

センターのメンバーを中心にまとめられたものです。 

 

IoT や人工知能の開発・普及が新たな時代を創出する一

方で、地球温暖化や大規模災害など負の現象も増え、人類

を取り巻く自然・社会環境は大きく変貌しています。大学

を取り巻く環境も変化し、大学に対する社会からの評価・

要望も、一段と多様で厳しいものとなっています。地方に

立脚しつつ、世界に向けて卓越した研究成果・実績を発信

できる総合国立大学として、富山大学への期待も大きなも

のとなっています。同時に、変化する時代だからこそ、人

間教育と人材育成の実践は、高等教育機関の中核をなす国

立大学の使命の根幹であり、責務であります。伝統を大切

にしながら、大いなる挑戦を続ける必要があります。 

本学では、平成 30 年 4 月から 9 番目の新学部「都市デ

ザイン学部」を開設しました。本学が目指す都市デザイン

とは、従来の Urban や City の概念に留まらず人々が日々

の生活を営むあらゆる領域を想定した「都市」を安全・安

心・快適である理想的な状況を具現化（デザイン）するこ

とと定義しております。我々は、都市デザイン学部とこれ

までの８学部（人文・人間発達・経済・理・工・医・薬・

芸術文化）、附属病院、和漢医薬学総合研究所の英知を結

集し、この社会の困難な状況を打開する糸口となる新しい

業績や情報を社会に発信して参ります。 

 

この報告書では、富山大学環境宣言に掲げる４つの方針

に基づく学内外での活動の成果を方針毎にまとめて掲載

するとともに、学生・教職員による環境内部監査及び自己

評価、学外からの第三者意見など報告書の信頼性向上に向

けた様々な取組みを紹介しています。第 11 回富山大学環

境塾では「エビデンスに基づく政策立案の重要性について

考える－環境政策を例にした統計分析の実際－」をテーマ

として、環境データからエビデンスを作ることの意義と重

要性及びフリーソフト R の基本的な使い方について講演

いただくとともに、グループ演習では「R」により環境デ

ータを解析し、真の相関関係からエビデンスを構築して政

策形成することの重要性を学びました。 

 

最後になりますが、「環境」を考える活動の中で、学生、

教職員、地域の方々と共に学び、意見を交わし、成果を上

げることができたこと、関係各位のご努力のおかげであり

感謝申し上げます。学内外の皆様、富山大学環境改善のた

め今後とも宜しくお願いいたします。 

 

国立大学法人富山大学長 
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  学 校 名 国立大学法人 富 山 大 学 

  所 在 地 五福キャンパス 富山市五福 3190 

 杉谷キャンパス 富山市杉谷 2630 

 高岡キャンパス 高岡市二上町 180 

  学  長 遠 藤 俊 郎 

 

富山大学について 

杉谷キャンパス 

高岡キャンパス 

五福キャンパス 

『富山大学は、地域と世界に向かって開かれた大学として、生命科学、自然科学と人文社会科学を総合した

特色ある国際水準の教育及び研究を行い、人間尊重の精神を基本に高い使命感と創造力のある人材を育成し、

地域と国際社会に貢献するとともに、科学、芸術文化、人間社会と自然環境との調和的発展に寄与する。』 

  教 職 員 数                        （人） 

  教員 ...................................... 1,300 .......... （うち非常勤講師 368） 

  教員以外の職員 ........................ 2,098 .......... （うち非常勤職員 782） 

 

  学  生  数                        （人） 

  学部学生 ................................ 8,127 ..... （うち外国人留学生  77） 

  大学院生（博士及び修士） ......... 1,122 ..... （うち外国人留学生 183） 

  附属学校（園）児童・生徒 ......... 1,052 

 

  土地、延床面積  土 地         建 物（ｍ２） 

  五福キャンパス ..................... 231,455 ..........................  148,023 

  杉谷キャンパス ..................... 381,181 ............................ 163,985 

  高岡キャンパス ....................... 99,847 ............................  19,497 

  五 艘 地 区 ....................... 39,333 ............................  17,348 

  寺 町 地 区 ....................... 50,177 ............................... 9,159 

  西田地方地区  ....................... 11,165 .................................. 314 

 

  学  部  等                            

  学部（8）、大学院研究科・教育部・研究部（10）、教養教育院（1） 

  附置研究所（1）、附属病院（1）、附属図書館（1） 

  機構（3）、センター（2）、学内共同教育施設（3）、事務局（1） 
※( )内は設置数 

※平成 30 年度より都市デザイン学部を設置        平成 29 年 5 月 1 日現在 

大 学 の 理 念  

大 学 の 概 要  
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富山大学は、総合的教育・研究機関として、全構成員の英知を結集して環境問題に取り組みます。 

特に次の事項を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年 10 月 1 日制定 

平成 23 年  4月 1 日改定 

富山大学環境宣言 

富山大学は、地球環境の保全、持続可能な社会の実現に寄与するため、総合大学の 

特徴を活かした環境教育の充実と環境分野の研究を進めます。また、教育研究の成果を

地域社会に積極的に還元します。 

富山大学は、大学が行うすべての活動において、環境に関連する法規、規制、学内規則

等を遵守します。また、研究活動に伴うハザードを認識し、化学薬品の安全管理を徹底

します。 

富山大学は、学生を含むすべての構成員が、環境マネジメントに参画し、環境に配慮

した活動を推進するための環境配慮プログラムを実施します。また、地域の意見を活動

に反映させます。 

富山大学は、大学が行うすべての活動において、エネルギー使用量や廃棄物の削減、

資源の再利用、グリーン購入の推進に努めます。 

『富山大学は、日本で最も豊富な地下水を抱く富山平野の豊かな自然環境の中で、地域と共に発展してきた。

日本海より標高３千メートルの立山連峰を望むとき、我々は自然と調和した人間社会の創造の必要性を観ずる

ことができる。本学は、物質的豊かさや経済力に支配されるグローバル社会において、人類の真の進化と発展

をもたらすには、地球環境の保全と維持を求める営みが不可欠であることを理解し、大学活動のすべてにおい

て環境配慮活動を積極的に推進する。』 

環 境 方 針  

環 境 理 念  
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富山大学では、教育・研究活動の中で、学生や教職員が

自主的で自律的な環境配慮活動を継続的に進めるために、

平成 17 年 10 月 1 日に「富山大学環境宣言」を制定しま

した。富山大学環境宣言では、環境に関する方針や目標と

して「富山大学環境配慮活動年度計画」を設定し、その達

成に向けて取り組んでいます。この活動を、本学の「環境

マネジメント」として位置付けしています。また、「環境

マネジメント」のために学内体制として「環境マネジメン

ト実施体制」を、手続き等の仕組みとして「環境マネジメ

ントのための PDCA サイクル」を構築し、それらを本学

の環境マネジメントシステム（ＥＭＳ - Environmental 

Management System）として運用しています。 

 

 

  

環境マネジメントシステム 

環境マネジメント実施体制と PDCA サイクル  

学 長

環境安全推進実行責任者
（学部長等）

環境安全推進実行担当者
（作業場の管理責任者）

環境安全推進実行管理者
（学科長等）

環境管理責任者
（環境安全推進センター長）

統括環境安全衛生管理者
（理事または副学長）

環境安全推進員

環境マネジメント実施体制

環境内部監査員

環境マネジメント部会

PDCA サイクルによる継続的改善 

富山大学 

環境マスコット 

キャラクター 

クロロくん 

●計画に基づく実行 
 4 月初旬 年度計画の周知 

 通年 環境安全推進員（教職員）が 

        各部局の記録の作成と管理 

 

D 実 行 

●環境配慮活動の年度計画 
 3 月下旬～4 月中旬 

 ・本学の環境配慮活動年度計画に 

  基づき、各部局にて計画を作成 

 P 計 画 

●環境内部監査 
 １月中旬～２月下旬 

 ・環境内部監査員（学生、職員）が 

  年度計画実施状況の確認 

 （質疑応答、書類確認、現場確認） 

 

C 確 認 

●環境マネジメント部会(年2回) 

 ９月 年度計画に対する進捗確認 

    環境報告書の審議 

 ３月 活動の結果・成果の確認 

    および計画の見直し 

 

A 見 直 し 
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富山大学では平成 26 年４月１日に環境安全衛生マネ

ジメント体制を構築し、環境安全衛生マネジメント委員

会の下、環境マネジメント部会、化学物質管理部会、安

全衛生部会により、それぞれ環境配慮、化学物質管理、

安全衛生管理の活動を推進しています。環境安全衛生マ

ネジメント体制では、一つ目は事業活動における環境配

慮に係る「環境マネジメントシステム」が適切、妥当且

つ有効に機能していることをチェックし、さらにシステ

ムの見直しを行うために「環境マネジメント部会」を、

二つ目は「化学物質マネジメントシステム」のチェック

のために「化学物質管理部会」を、三つ目は「安全衛生

マネジメントシステム」のチェックのために「安全衛生

部会」を設置しています。これらの三つの部会で取り扱

うテーマは様々な方面で関連し、影響を及ぼし合ってい

ます。また、これらは全体として一つのマネジメントシ

ステムで捉えることが妥当であると考え、３部会の全体

チェックと相互の連携についてのチェックを「環境安全

衛生マネジメント委員会」で行っています。 

 

 

 

環境安全衛生マネジメント体制           

環境安全衛生マネジメント 

環境マネジメント 

化学物質管理 安全衛生管理 

■マネジメントシステムについて 
 

マネジメントシステムとは、権限及び責任をもった人（グ

ループまたは組織）が、方針及び目標を定め、その目標を達

成するために組織を適切に指揮・管理する「仕組み」です。 

 

この報告書では、環境マネジメントを中心として、それと

影響を及ぼし合う化学物質管理、安全衛生管理の各活動とそ

の成果を報告しています。 

統括環境安全衛生管理者

（理事または副学長）

学 長

高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

杉
谷
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

五
艘
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

環境安全衛生マネジメント体制

安全衛生部会化学物質管理部会
部会長：環境管理責任者

環境マネジメント部会
部会長：環境管理責任者

環
境
報
告
書
W
G

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
検
討
W
G

内
部
監
査
専
門
委
員
会

推
進
員
連
絡
会

環境安全衛生マネジメント委員会

委員長：統括環境安全衛生管理者

高
岡
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

附
属
病
院
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

五
福
地
区
事
業
場

安
全
衛
生
委
員
会

部会長：統括環境安全衛生管理者

五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

（
五
艘
地
区
を
含
む
）

杉
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会
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平成29年度 富山大学環境配慮活動年度計画                              

環境方針 １

分類 整理番号 活　　　 　　動　　　　　 事　　　　　 項 備　　　考

1 　環境に関連するカリキュラムの現状把握を継続する。

② 　環境に関する教育の充実を図る。 前年度重点実施事項

3 　環境関連の研究を調査し、情報を提供する。

4 　環境に関連する研究の推進を図る。

環境方針 ２

分類 整理番号 活　　　 　　動　　　　　 事　　　　　 項 備　　　考

① 　遵守すべき事項を構成員に周知する。

2 　遵守事項の違反があった場合には、適切な是正措置を行う。 前年度重点実施事項

3 　化学物質及び高圧ガスの適正な管理の徹底を進める。

4 　法令に基づく個所の作業環境測定を実施する。

⑤ 　リスクアセスメントを実施する。

教育・訓練 ⑥ 　安全及び環境配慮に関する教育・訓練の推進を図る。 前年度重点実施事項

環境方針 ３

分類 整理番号 活　　　 　　動　　　　　 事　　　　　 項 備　　　考

環境配慮周知 ① 　環境配慮活動の周知徹底を図る。 前年度重点実施事項

2 　キャンパス内美化活動を継続して実施する。

3 　構内及び建物内の安全対策を推進する。

受動喫煙防止 ④ 　受動喫煙防止対策を推進する。 前年度重点実施事項

5 　環境配慮活動の支援学生を養成する。 前年度重点実施事項

6 　環境配慮活動を支援する。

地域連携 7 　地域と連携し、安全及び環境に配慮した活動を推進する。

環境方針 ４

分類 整理番号 活　　　 　　動　　　　　 事　　　　　 項 備　　　考

1 　エネルギー・資源の使用量を把握する。 前年度重点実施事項

2 　廃棄物の発生量を把握する。

グリーン購入 3 　グリ－ン購入法対象品目について基準適合製品の購入を推進する。

④ 　省エネルギー活動を推進する。（ソフト面） 前年度重点実施事項

5 　省エネルギ－機器の導入を推進する。（ハード面）

6 　構成員に節水の徹底を図る。

⑦ 　紙資源の使用の削減に努める。 前年度重点実施事項

8 　資源ゴミの分別収集を徹底し、リサイクル資源の増加を図る。

9 　事務用製品及び家具・家電製品再利用を推進する。

10 　試験研究用資源の再利用を推進する。

⑪ 　廃棄物の適正な分別・管理及び処分を推進する。 前年度重点実施事項

12 　廃棄物の発生抑制を推進する。

⑬ 　下水道排水の適正な管理を推進する 。  前年度重点実施事項

法遵守

富山大学は、地球環境の保全、持続可能な社会の実現に寄与するため、総合大学の特徴を
活かした環境教育の充実と環境分野の研究を進めます。また、教育研究の成果を地域社会
に積極的に還元します。

教育

研究

富山大学は、大学が行うすべての活動において、環境に関連する法規、規制、学内規則等
を遵守します。また、研究活動に伴うハザ－ドを認識し、化学薬品の安全管理を徹底します。

ハザード

富山大学は、学生を含むすべての構成員が、環境マネジメントに参画し、環境に配慮した活
動を推進するための環境配慮プログラムを実施します。また、地域の意見を活動に反映させま
す。

学生活動

富山大学は、大学が行うすべての活動において、エネルギ－使用量や廃棄物の削減、資源
の再利用、グリ－ン購入の推進に努めます。

現状把握

省エネ

省資源

リサイクル

廃棄物

○重点実施事項
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詳細はｐ.41~p.43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学では教育・研究や診療及び地域との連携など多岐に

わたる事業活動を行っています。それらの活動において、

電力をはじめとする各種のエネルギーや水資源、その他、

様々な資材を使用しており、それらは事業活動において 

研究成果、社会貢献、人材育成といった形で社会に還元

されています。一方で、二酸化炭素、廃棄物、排水として

排出されるものもあり、その排出物の量は、事業活動の規

模とともに大きくなる傾向があります。 

大学には、事業活動の活性化を図るだけでなく、排出物

の量を減らすことやそれらを安全に取り扱うための工夫

と努力が求められており、そのことを実践していく責任が

あります。私たちはこれらのことを踏まえ、大学の社会的

責任 USR（University Social Responsibility）を果たせ

るように構成員全員が協力し、環境に配慮した活動を推進

しています。 

 

 

事業活動のマテリアルバランス 

研究成果 人財育成 社会貢献 

富山大学の事業活動 

エネルギー 

電力 4192 万 kWh 

太陽光発電 4.92 万 kWh 

重油 219 kL 

灯油 1560 kL 

都市ガス 1742 km3 

LP ガス 2.8 km3 

 

資材 

（実験・医療器具、医薬品等） 

コピー用紙  

 149 t 
 

水資源  

 45.3 万 t 

使 用 量 

温室効果ガス 

（CO2換算） 3.58 万 t 

 

廃棄物 

一般廃棄物 731 t 

 (古紙以外) 

産業廃棄物 249 t 

特別管理産業廃棄物 268 t 

 

古紙  

 185 t 

（使用済みコピー用紙 

新聞紙、雑誌、カタログ等） 

 

排水量 

排水量(下水） 29.8 万 t 

排水量(河川) 15.5 万 t 

 

 

排 出 量 

平成29年度 マテリアルバランス                            

大学の社会的責任（USR） 

教 育 研 究 

地域連携 診 療 
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■各部局の活動  
●インドネシアに対する環境教育支援 ......................................................  9 

 人間発達科学部 教授 根岸 秀行 
 

●地域生活者の環境経済学を目指して ........................................... 10 

 経済学部 教授 龍 世祥 
 

●発展途上国のための環境計測用バイオセンサの開発 ....................... 11 

 工学部 教授 鈴木 正康 
 

●天然物生合成遺伝子を利用した環境に優しい物質生産 ......................... 12 

 和漢医薬学総合研究所 教授 森田 洋行 

 

●芸術文化と環境保全 ............................................................... 13 

 芸術文化学部 准教授 清水 克朗 

 

●総合科目特殊講義（環境マネジメント） .............................................. 14 

 環境安全推進センター 准教授 宮武 滝太 

  
 

 

■全学的な活動  
●第 11 回富山大学環境塾 

 「エビデンスに基づく政策立案の重要性について考える   

           ―環境政策を例にした統計分析の実際―」 ......... 15 

●環境安全推進センターニュースレターによる活動紹介 ......................... 16 

 

環境方針１ 

環境教育・研究に関すること 
 

杉谷キャンパス 医薬学図書館 
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環境方針１| 環境教育・研究に関すること 各部局の活動 

 

 

 

 

産業革命以降に成立した社会経済システムは、不

要物を自然環境に排出し続ける大量生産・大量消

費・大量廃棄型です。とくに第二次大戦後の途上国

において、このタイプの発展が急速に推し進められ

ました（圧縮型発展）。 

しかし、たとえ GDP が拡大したとしても、代償

として自然資源と人々の生命・生活が破壊されるな

らば、本末転倒と言わざるをえません。国際的な二

酸化炭素の排出制限などは、こうした事態を防ぐた

めの制度的工夫ですが、これとともにそれぞれの国

に住まう人々の意識そのものへの働き掛けも重要で、

環境教育はそのための良い手段です。 

私が理事をつとめるインドネシア教育振興会

（IEPF、窪木靖信代表）は、10 年以上にわたり、

地球環境基金などの支援を受けながら途上国インド

ネシアに対する環境教育支援活動を行ってきました。

窪木代表が本学部・院の OB であることもあり、私

や野平前教授（現愛知教育大学）ら学部教員の一部

も深く関わってきました。 

主な活動地域は、ジャカルタ近郊の南タンゲラン

市（人口 140 万人）です。市当局の方々の信任を得

て、ごみのポイ捨て防止運動や、また貧困地域での

幼稚園や小学校設立など、富山という地方発の NGO

には珍しい積極的活動が認められ、2014 年～17 年

度に、JICA との協同事業として同市小学校への教科

「環境」の導入と「環境」教科書の開発を行い、引

き続き 2020 年度までにこれを中学校段階に広げよ

うとしています。こうした活動が評価されて、昨年

度には「環境大臣表彰」を受けることができました。 

教育で大切なのは、何を、いかに教えるかですか

ら、カリキュラムや教科書開発はもちろん、教員に

対する教え方の伝達も重要です。このため、現地の

小中教員や大学教員（国立イスラム大学など）、南タ

ンゲラン市の教育・環境担当者が現地と富山・東京

を行き来し、ミーティングや本学部附属を含む県内

の小中学校、またイタイイタイ病資料館などで視察

や研修を繰り返しています。  

こうした私たちの活動は、途上国への一種の「技

術移転」です。しかし私たちの願いは、途上国に対

して、先進国としての高みから環境技術や教育技術、

そして環境を守るための制度を伝えることだけでは

ありません。私たちは、あの高度成長期に「世界の

カナリア（炭鉱夫が有毒ガス探知のために携える）」

と揶揄された日本国の、しかもイタイイタイ病発祥

地である富山県の NGO です。自らの成長過程で生

じた負の遺産を隠すことなく伝え、自分たちに起こ

った過去の悲劇の再現を防ぐことが、途上国に対し

て、そして公害病に倒れた同朋に対する責務である

と信じています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インドネシアに対する環境教育支援 

 

人間発達科学部  教授 根岸 秀行 

 

環境教科書で学習する現地小学生 
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環境方針１| 環境教育・研究に関すること 各部局の活動 

 

 

 

 

 

環境問題の多元的な深刻化を背景に、一方において、人

間・自然の関係が強調される循環社会という概念は多次的

な地域社会づくりのキーワードとなりつつある。他方で

「広義の経済学」の視野を開拓して環境経済学を構築する

アプローチは多岐的に展開されつつある。その中、制約的

な存在に注目する「環境資源論」、効率性に立脚する「外

部不経済論」、資本経済が「自然の人間への『復讐』」の結

末を導く素材・体制の要因分析に基づく「中間システム論」

などが代表的である。 

諸アプローチは循環社会を診断・処方できる学問までキ

ャッチアップして持続可能な社会の道程への探求に収斂

しつつある。この収斂過程において、筆者は従来の「人間」

という「人間社会」を「人間」そのものと「経済」に分け、

循環社会を自然再生産、人間再生産と経済再生産から構成

されていると認識すべきことを環境経済学の教育・研究の

実践を通じて主張している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この視点に基づいては、環境問題の因果が自然破壊の側

面そのもの、およびその廃棄物側面、その資源側面とその

システム側面などに注目して把握される。環境経済学は、

物質、エネルギーと情報などを要素とする循環の規模、構

造、経路と速度などの多側面、ミクロレベル、中間レベル、

マクロレベルと国際地域レベルなどの多次元、経済価値、

効用価値と自然価値などの多元的価値観、及びその市場、

模擬市場、協議市場および合意など多原理の価値評価メカ

ニズムから展開される。 

特に、循環社会における多元的価値観を同時にもつ価値

主体は生活者しかいない。その主論拠としては、生活者が

循環社会において価値創造の本源的な動力となる生命力、

消費力と労働力を同時に持つことできる唯一の主体とな

ることが取り上げられる。 

さらに、生活者は、地域という生活空間に複合に具現化

される社会主体とする現実的な人間であり、「地域生活者」

とも呼べる。すなわち、地域という生活空間そのものは、

生活者にとっては、価値創造の条件でもあり結果でもあり、

基礎的な生活価値でもある。生活空間価値の存在性と重要

性を検証できるのは、東日本大震災の関連死者の年齢人数

とその原発事故現場の距離との相関性である。ここからは、

地域生活者の環境経済学の必要性と重要性も吟味できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*事故現場からの距離（km） 

 

県 人 Km* ~65 才 66 才~ 

岩手 464 300 63 401 

宮城 926 200 120 806 

福島 2202 100 218 1984 

 

地域生活者の環境経済学を目指して 

 

経済学部  教授 龍 世祥 

 

図１ 循環社会図（環境経済学講義資料） 
 

図 2 地域生活者の価値空間 
（環境経済学講義資料） 

 

表 東日本大震災における震災関連死者数 
（データは H29 年 9 月 30 日現在、復興庁） 
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バングラデシュの環境科学者であるカシェム氏が

私の研究室で博士号を取りたいと来られたのは

2012 年 4 月だった。バングラデシュでは今、化学･

製薬工場から廃液がほとんど処理されずに排出され

環境汚染が深刻化している。しかし環境計測機器が

不足しており分析結果が出るまでに長期間を要する

ために汚染の現状の把握も取り締まりも十分出来な

い状況なのだそうだ。そこで低コストで簡単に製造

可能で使用法も簡単な環境測定用バイオセンサを開

発しようという話になった。このような低コストの

フィールド測定用センサの研究例は多いが実用化は

難しい。センサチップが安くできても測定機器が非

常に高価になってしまうのだ。われわれはスマート

フォンに着目した。スマホは画像撮影機能に加え画

像処理･計測アプリもあり、通信機能も有している。

コスト的にも科学機器と比べ圧倒的に低価格な上に

すでに発展途上国でも非常に高い普及率が見られ機

器が購入できなくても“マイ”スマホが使えるという

利点がある。 

まずわれわれが取り組んだのは蛍光測定型の

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）センサの開発であ

る。廃材であるＰＥＴ樹脂板に、酸素濃度によって

蛍光強度が変化するルテニウム錯体をナフィオンと

呼ばれる樹脂と共に製膜した。この上に酵母を光架

橋性樹脂に封入した膜を装着しＢＯＤセンサとした。 

酵母が有機物を摂取し呼吸が活発化して酸素濃度

が減少するのを測ってＢＯＤ濃度を求める。河川水

や汽水で調製した標準液でＢＯＤが測定できること

がわかった[1]。また同様に緑藻を封入した膜を酵母

膜の代わりに装着することで農薬センサも作製した。

緑藻が光合成により生成する酸素の量が農薬による

光合成阻害により減少するのを測る。こちらは大学

近くの水田につながった農業用水を測定したところ

妥当な結果が得られた。 

こうしてセンサチップについては 1 チップ 100

円程度で作製できる目途がついたが蛍光測定が必要

である。まずこのセンサチップを撮影できるスマホ

用の計測ユニットを作った（写真）。励起光源にはス

ライドガラスと同サイズの低コストな白色ＬＥＤを

用いた。画像処理には Android 用の画像処理アプリ

IJ_mobile を用いた。先述のＢＯＤセンサチップを

用いてスマホのみでＢＯＤ濃度の差異を蛍光強度の

違いとして測定することに成功した。 

今後は、これまで作製してきたＢＯＤや農薬以外

にも環境計測用センサチップを開発し、スマートフ

ォンによる計測と組み合わせて発展途上国の環境改

善に貢献できるよう研究を続けて行きたいと考えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

[1] Kashem et al., Sens.Act.B, 221, 1594 (2015)  

 

発展途上国のための環境計測用 

バイオセンサの開発 

 

工学部  教授 鈴木 正康 

 

センサチップ

スマートフォン

測定ユニット

クリップレンズ

センサチップ

スマートフォン

測定ユニット

クリップレンズ

装置の写真 
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古来より、ヒトは、その経験に基づき、植物や微

生物、海洋産物などの天然資源をヒトに取って有益

な「くすり」とみなし、それらを直接、またはその

抽出液を単独で、さらには、適度に配合することで

伝統的に用いてきた。また、科学技術の発展に伴い、

植物や微生物等が自己の繁栄をかけて生み出してき

た完成系の自己防御物質とも捉えることができるそ

の活性本体の単離・同定が行われ、「医薬品のもと」

になる天然物が見いだされてきた。科学技術が格段

に進歩した今日にあっても、医薬品の 60％は未だに

天然物由来であり、その開発は天然物の化学構造に

寄るところが大きい。その理由として、天然物の構

造には人知を超えた斬新さと複雑さがあり、人が容

易にまねできるものではないことが挙げられる。し

かし、天然資源から、「医薬品のもと」になる天然物

が見つかったとしても、天然資源中の天然物の個々

の含量は、一般的に微量であり、これらの天然物を

商業レベルで天然資源から得ることは難しい。特に

植物や海洋産物に由来する有用な天然物の場合には、

この問題が顕著に浮上する。これらの医薬品原料を

ヒトが天然資源から大量に確保するためには、天然

資源の大量採取による環境破壊が伴うからである。 

一方、最近では、天然物の生合成に関わる遺伝子

を異種発現系に組み込み、有用物質を安定かつ効率

的に生産することも、以前と比較してより実用的な

ものとなってきた。例えば、マラリア治療薬のアル

テミシン前駆体であるアルテミシン酸を、関連生合

成遺伝子を付加した酵母を用いることにより、理論

的には、年間に 1 トンものアルテミシン酸を生産で

きる系が報告されたことは記憶に新しい。 

我々の研究室では、これらを踏まえ、フラボノイ

ドをはじめとする植物由来のポリケタイドや、ポリ

ケタイドよりもより一層の生物活性が期待され、生

合成的にポリケタイドと密接に関連する予想される

アルカロイドの生合成に特に着目し、それらの生合

成遺伝子の同定を行い、ミカン科植物に含まれる 4-

ハイドロキシキノリノン類の基本骨格生合成に関わ

る酵素遺伝子やゴシュユが生産する 2-アルキルキ

ノリノン類の骨格の生合成に関わる 2種の酵素遺伝

子を明らかにするに至っている。また、あらたな化

合物を生み出すことを目指し、これらの酵素の機能

改変を行うことにより、野生型の酵素では生産する

ことができなかったベンゾジアゼピン骨格を機能改

変酵素を用いて生産することを可能にしている。こ

れらの生合成遺伝子の探索や機能改変

酵素の創出は、医薬品生産技術の開発

の一助を担うものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天然物生合成遺伝子を利用した 

環境に優しい物質生産 
 

和漢医薬学総合研究所 

教授 森田 洋行 

 

ゴシュユにおけるアルキルキノリノンの骨格生合成経路 

 

ゴシュユが生産するアルキルキノリノン

エボカルピン 

ゴシュユ 
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芸術文化は人々の生活を豊かにする。 

誰もが首肯するところであろう。その言葉の響き

からは、およそ環境に危惧しなければならない要素

があるとは感じられないかもしれない。しかし、美

しいものには毒がある、の例えのとおり様々な有害

物質が使用されている現状がある。 

私の専門は美術鋳造であり伝統技術を基盤とした

教育と研究を行っている。そうした中で材料である

青銅に含まれる鉛などの有害な重金属が下水へ流出

してしまったことをきっかけに安全衛生や環境保全

に関心を持ち始め、現在は高岡キャンパスの安全衛

生管理者として関連する問題に対処している。 

芸術文化学部では、絵画、彫刻、金属・漆工芸、

建築といった様々な活動が行われている。そこで使

用される材料も多種多様であり、これらの中には有

害物質も含まれている。重金属もあれば特定化学物

質や有機溶剤など、その種類も多様だ。これらを事

業所として適正に管理し、環境への漏洩を防がなく

てはならないのだが、本学部ならではの懸念がある。

実習等の成果物の多くは学生に帰属するため、使用

する材料を学生自ら調達することが通常であり、キ

ャンパス内に持ち込まれる物質が把握しきれないこ

とだ。 

例として絵画制作実習の場合、使用される絵具は

学生が自前で購入する。絵具には数多くの種類があ

り、有害物質を控える傾向にある半面、品質を重視

した水銀や鉛、カドミウムなどの化合物が含まれた

ものも少なからずある。つまり学部が関知していな

い有害物質がキャンパスへ持ち込まれることとなる。

また、この分野では自己研鑽が必須であることから

自主的な活動も奨励されている。この場合はなおさ

らだ。学部のルールとしては水銀を含む絵具の使用

禁止と、絵具の洗浄に関して第 3 次洗浄水までを回

収することを定めている。しかし最終的に、その順

守を学生の判断に委ねることになる。正直なところ

過去に何度も有害物質が流出した苦い事例があった。

こうした事情から教育が非常に重要であるとの認識

のもと、毎年、全学生に対し、安全管理に関する講

習会を行っている。毎年、意識を高め、確実にルー

ルを守ってもらうのが狙いだ。また、この問題は単

に学生生活の間だけのことではなく、将来社会に出

て、例えば作家となり工房を立ち上げたときには自

身が責任もって取り組まなければならないことであ

る、とも伝えている。 

確かに材料の規制や細かいルールは創造活動の瞬

発力を抑制する足枷となり得るし、伝統技術の継承

という点でも大きな障害となっている。それだけに

私はこの問題に、しっかりと向き合わなければ芸術

文化という分野に未来は無いと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

芸術文化と環境保全 

 

芸術文化学部  准教授 清水 克朗 

日々行われる創作活動 
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本講義は、2016 年に開講された教養教育の新しい講義

科目である。富山大学における環境配慮活動および関連す

る事項について解説し、大学生活における環境・安全に配

慮した活動や、社会人となってからのさまざまな環境配慮

活動の基礎作りを目的としている。 

富山大学の環境配慮活動では、環境方針のもとに各部局

単位で環境配慮活動を実施し、その活動に対して

ISO14001 環境マネジメントシステムを参考に大学独自

のシステムに基づいた環境マネジメントを実施している。

学生はその中で実施される環境内部監査の監査員として

参加している。本講義では環境内部監査において必要な環

境マネジメントシステムについての解説だけでなく、環境

方針に記載されている環境側面の具体的な活動内容や歴

史的、社会的、科学的背景などを含めて総合的に解説して

いる。 

2016 年度に引き続いて記述していることから、本稿で

は 2017 年度に特に改善・重視したポイントについて述べ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本講義は 2018 年度の教養科目の見直しに伴って「環境

と安全管理」という科目名となる。それぞれの内容を見直

しながら、学生が主体的に考え、取り組んでいけるような

講義としていきたいと考えている。 

 

 

 

 

総合科目特殊講義（環境マネジメント） 

 

環境安全推進センター  

准教授 宮武 滝太 

(1) 環境マネジメントシステムに関する解説 

前年度外部講師に依頼していた環境マネジメント

システムに関する解説について、現在標準となってい

る ISO14001:2015 の内容を踏まえて更新し、さら

に本学における実際の内部監査の説明を加えて解説

した。 

 (2) 公害・環境汚染及び労働災害に関する解説 

公害・環境汚染の事例として足尾銅山鉱毒事件、水

俣病、イタイイタイ病を取り上げている。また、労働

災害では特にアスベストについて重点を置き、あわせ

てベンゼンやベンジジン、1,3-ジクロロプロパンな

どの主要な事例の解説を行なっている。公害やアスベ

スト問題の解説では、単に時系列で事実関係を追うだ

けでなく、原因企業や行政の対応、国会や裁判におけ

る争点、医師や科学者の役割、患者・被害者の補償問

題など、複合的な視点から解説した。 

 

(3) リスクマネジメントに関する解説 

リスクマネジメントに関する解説では、ISO31000

に関連する事項の解説を中心に行ない、「リスクアセ

スメント」、「リスクマネジメント」と共に構成要素

である「リスクコミュニケーション」について時間

を割いて解説した。リスクコミュニケーションは大

学や企業を問わず今後さらに重要性を増すと考えら

れ、環境・安全対策における社会の中での役割につ

いて考えるきっかけと位置付けている。 

 

 (4) 排水管理と水環境の浄化に関する解説 

富山大学では過去に実験排水に関する重大な社会

問題を引き起こしたことを教訓に、排水管理と実験に

おける取扱いに関する教育に力を入れている。ここで

は有害物質を取り扱う実験排水に関する注意だけで

はなく、上下水道を通した水環境の管理と、生活排水

に関連した水環境の改善についても解説している。さ

らに、五福キャンパスが接続する下水道の処理を行っ

ている神通川左岸浄化センターの見学を行い、実際に

行われている処理を見て知見を深めることができた。 
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富山大学環境塾は、環境、防災、公害、われわれの直面

するさまざまな問題について、参加者と共に考えるという

富山大学独自の取り組みです。第11回富山大学環境塾は、

「エビデンスに基づく政策立案の重要性について考える

―環境政策を例にした統計分析の実際―」というテーマで

開催しました。 

開催にあたり、広瀬貞樹 富山大学理事・副学長から、

「ビッグデータから因果関係を見極めるためには高度な

分析力が必要であり、それは容易なことではありません。

ぜひ、この機会にデータ分析の技術を習得し、さまざまな

分野で役立てていただければと存じます。」と挨拶があり

ました。引き続き野﨑浩一 富山大学環境安全推進センタ

ー長の総合司会により講演、演習が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

山本氏の講演では、「エビデ

ンスに基づく政策立案の重要

性」をテーマとして、なぜデ

ータはエビデンスではないの

か、なぜエビデンスに基づく

政策立案が重要なのか、につ

いてご講演いただきました。

講演では、「基本的にデータがエビデンスとならない理由

というのは、三つに分類でき、そのうちの、“ある相関関係

の背後に第 3 の要因が働いていて、二つの相関関係がコ

ントロールされていた”というようなことが非常に重要だ

と思っている」ことや、「インターネット利用でデータが

簡単に取得できて、かつ、コストのハードルは R などの

フリーソフトの発展で、大きく下がったが、実際にデータ

分析を行うために何が残っているかというと、正しい分析

ができる人材の確保が課題である」とのお話をしていただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

伊藤氏の講演では、フリーソ

フト R について説明していただ

きました。「R は RStudio という

ものですが、一言で言えば、統

計処理に特化したプログラミン

グ言語の総称です。R 言語の処

理速度は近年大幅に高速化して

います。」と述べられ、例を示し

ながら R でできることをお話しいただきました。また、

後半のグループ演習への導入として、相関関係と因果関係

についてもお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

グループ演習では、山本先生

と伊藤先生の指導の下、富山大

学生と社会人で編成された２

～３名のグループで、パソコン

を使った R の演習を行いまし

た。用意された環境省の環境関

係のデータから、相関関係と第

3 の要因について考察を行いました。演習の最後には、無

作為に選ばれた３つのグループが、演習の結果を報告しま

した。演習後は、参加者全員に修了証が授与されました。 

 

閉会の挨拶では、野﨑富山大学環境安全推進センター長

から講演者の皆さんに謝意が述べられるとともに「われわ

れ自身が政策を立案する時には、真の相関関係を見つけ、

それをエビデンスとして構築して、政

策形成をしなければいけないという

ことを学びました。R は大変強力なツ

ールですので、ぜひ活用していただけ

ればと思います。」と挨拶され、閉会

となりました。 

○富山大学環境塾とは 
 
富山大学では、学生や教職員から一般市民まで幅広い方面の

方々と環境問題を考え、交流する場として平成 19 年から年 1 回、

「富山大学環境塾」を開催しています。 

「塾」と名付けたのは、まずわれわれ自身が現代の環境問題に

ついて様々な視点から行われている研究の成果を知り、また、そ

の解釈に関するいろいろな意見を聞くことにより、自分自身で考

える力をつけよう、という意味が込められています。 

第 11 回富山大学環境塾 

「エビデンスに基づく政策立案の重要性について考える 

―環境政策を例にした統計分析の実際―」 
 
主  催：富山大学環境安全推進センター 
開 催 日：平成 29 年 11 月 15 日 
開催場所：富山大学五福キャンパス総合情報基盤センター 

◆講演 1 

「エビデンスに基づく政策立案の重要性： 

環境政策を例に」 
富山大学極東地域研究センター 

准教授 山本 雅資 
 

演習風景 

◆グループ演習～初心者を対象とした富山大学生

と社会人による２～３名のグループワーク～ 
 
講師：山本 雅資（富山大学極東地域研究センター准教授） 

伊藤 岳 （人間文化研究機構  
総合人間文化研究推進センター・研究員） 

◆講演 2 

「フリーソフト R の基本的な使い方」 
人間文化研究機構 

総合人間文化研究推進センター 

研究員 伊藤 岳 

伊藤 岳 研究員 

山本 雅資 准教授 
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環境方針１| 環境教育・研究に関すること 全学的な活動 

 

 

環境安全推進センターでは、平成 26 年度から学生・教

職員向けに、毎年、数回ニュースレターを発行しています。

このニュースレターは、本学における環境配慮活動、安全

衛生および化学物質に関するお知らせについて、「詳しく、

わかりやすい」をモットーに作成しています。 

平成29年度の記事例としては次のような記事を掲載し

ました。 

Vol.9 では、ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）に関連し、

本学は北海道事業エリアに所属しており変圧器・コンデン

サは平成 34 年度中に処分しなければならないこと、およ

びＰＣＢ含有の疑いがある機器が発見された場合の対処

方法について掲載しました。また、Vol.11 では、五福キ

ャンパスのメインストリートのユリノキに落雷があり、幸

いにも人的な被害はなかったものの、今後、被害に遭わな

いように、気象を専門とする教員の指導のもと、落雷事故

の予防策について詳しく掲載しました。 

今後も、環境、安全、化学物質に関する法改正や新たな

情報があれば、随時、ニュースレターで紹介し、学生・教

職員への周知徹底を図って行きます。 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター 

VOL.10 

  

・環境内部監査員の募集に

ついて 

・化学物質の安全な取扱い

について 

・安全な研究環境を構築す

るために 

 

ニュースレター 
Vol.10 

 

ニュースレター 

VOL.1 

 

・第 11 回富山大学環境塾の

開催報告について 

・落雷被害にあわないため

に 

・学生団体の環境配慮活動

の紹介 

 

ニュースレター 
Vol.11 

 

環境安全推進センターニュースレターによる 

活動紹介 

 

 

 

・高濃度 PCB 使用製品（及

び廃棄物）の処分期間に

ついて 

・地震時のおける避難通路

の確保について 

・第 10 回環境塾 冊子要約 

ニュースレター 
Vol.9 

 

ニュースレター 

VOL.12 

 

・卒業・修了・引っ越しの

前に確認しよう 

・PCB 含有機器等の再調査

について 

・化学物質リスクアセスメ

ント実施の推奨について 

ニュースレター 
Vol.12 

 

http://www.erc.u-toyama.ac.jp/environment/enlightenment.html 
 

●富山大学環境安全推進センターニュースレター 
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6-1.化 学 物質・薬品管理  

１）化学物質管理部会の活動について ..................................................... 18 

２）化学物質の排出量と移動量について .................................................. 18 

３）毒物および劇物の管理について ......................................................... 19 

４）化学物質リスクアセスメントについて .............................................. 19 

５）TULIP（富山大学薬品管理支援システム）の全学展開について ............ 20 

 

6-2.廃 棄 物・排水管理  

１）水銀系廃棄物適正管理と処分について .............................................. 21 

２）不要薬品の処分について ................................................................... 21 

３）PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の管理状況について .................. 22 

４）排水管理について .............................................................................. 22 

５）実験系廃液の管理について ................................................................ 22 

 

6-3.安 全 衛生管理  

１）安全衛生委員会及び安全衛生部会について ....................................... 23 

２）作業環境測定について ....................................................................... 23 

３）安全教育講習会・救命講習会 ............................................................ 24 

４）防災訓練 ............................................................................................ 24 

５）高圧ガスの管理について ................................................................... 24 

６）放射性同位元素実験施設の活動状況と 

五福キャンパスにおける放射線安全管理 

自然科学研究支援ユニット放射性同位元素実験施設長 

（大学院理工学研究部教授）若杉達也 .............................................. 25 

  

環境方針２ 

法の遵守に関すること 

高岡キャンパス 玄関 
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本学の化学物質管理部会では、教育研究活動に使用する

化学物質の適正な管理に加え、実験で発生する廃液及び廃

棄物の適正な処分、および実験系排水の適正な管理に関す

ることなど、化学物質全般のことについて取り扱っていま

す。今後、低減措置が実施できない作業については、化学

物質管理部会及び環境安全推進センターにおいて低減に

向けた改善策を再度検討していくとともに、実際の作業環

境中に有害因子がどの程度存在しているのか把握するた

めに、作業環境測定を行っていきます。 

 

１．化学物質リスクアセスメントについて 

平成 28 年度に第１回目のリスクアセスメント調査を実

施し、リスクレベルが高いと判断されたリスクレベルⅢ、

Ⅳの研究室や講座について、リスクを低減し作業環境を改

善するためのアドバイスを行っています。また、平成 28

年度のリスクアセスメント評価方法について、評価結果の

精度を高めるために改善が必要な箇所を協議し、平成 29

年度の評価システムには、「部屋の気積」と「同時に同じ

作業を行う人数」を入力する項目として追加しました。 

平成 29 年度は第二回目のリスクアセスメント調査を実

施しました。その結果、高リスクレベルと判断された作業

については、化学物質管理部会各キャンパス部会委員及び

環境安全推進センターから代替物質の提案、作業工程の見

直しなどの作業管理のアドバイスを行い、リスクレベル低

減措置を実施しております。 

 

 ２．廃棄物マニュアルの作成 

杉谷キャンパスで廃液や廃棄物を適正に分別するため

のマニュアル「廃棄物払出しの手引き（全面改訂版）」を

化学物質管理部会杉谷キャンパス部会で作成し、平成 28

年度に既に発行しています。 

平成 29 年度においては、五福キャンパスでも「実験系

廃棄物の手引き」を化学物質管理部会五福キャンパス部会

で作成し、五福キャンパス固有の事項を盛り込んだ内容の

手引きとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学では教育研究活動において多くの化学物質を使用

しています。大学には学生・教職員の健康や地域及び地球

環境へ悪影響をもたらさないよう化学物質を適切に管理

する責任があります。本学では化管法 1）の PRTR 制度 2)

に基づき対象となる物質について届出を行っています。

PRTR 制度では、第一種指定化学物質は 1 トン以上、特定

第一種指定化学物質は 0.5 トン以上取り扱う場合、その

取扱実績について届出が必要となります。平成 29 年度は、

五福キャンパスではノルマルヘキサン、ジクロロメタン

（塩化メチレン）、杉谷キャンパスではノルマルヘキサン、

ジクロロメタン（塩化メチレン）、クロロホルムの計５物

質の年間取扱量がそれぞれ 1 トン以上となり、排出量と

移動量の届出を行いました。高岡キャンパスでは届出の対

象となる物質はありませんでした。また、特定第一種指定

化学物質については、いずれのキャンパスにおいても届出

の対象となる、取扱量が 0.5 トンを超える物質はありま

せんでした。 

PRTR 対象物質は継続的に見直しが行われており、その

数が増える傾向にありますが、本学では届出の対象となる

1 トン以上の物質に加え、1 トン未満の物質約 30 物質に

ついても、取扱量を把握し、管理を徹底することによって

教育・研究活動に伴う環境負荷の低減を図っています。ま

た、化学物質の使用に当たっては、使用者が自ら、化学物

質や化学物質を含有する製品に関して、その成分や性質お

よび取扱い方法や関係法令を十分に理解することが必要

であり、SDS3)の内容を良く理解し、安全に使用するよう

周知しています。 

 

１）特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進

に関わる法律 

２）Pollutant Release and Transfer Register（化学物質排出移

動量届出制度） 

３）Safety Data Sheet（安全データシート） 

 

1）化学物質管理部会の活動について                      

２）化学物質の排出量と移動量について                      

化学物質管理部会の体制図 

高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

化学物質管理部会
部会長：環境管理責任者

五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会

（
五
艘
地
区
を
含
む
）

杉
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
部
会
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現在、世界全体では、化学物質として天然物由来のもの

を含めておよそ 3000 万種類もの物質が発見又は研究・開

発されており、工業的に製造されて世の中で流通している

化学物質は、10 万種類ともいわれています。その中で、

工業製品、農薬、試薬など、有用な化学物質のうち有害性、

特に急性毒性に着目して、ごく少量で人体に健康障害をも

たらすおそれがあるものを「毒物及び劇物取締法（毒劇法）」

では「毒物」「劇物」として様々な規制をしています。富

山大学では、およそ 640 種の毒劇物を使用しており、毒

劇法では業務上取扱者として厳しい規制を受けています。

これらの毒劇物を日々、教育研究活動に使用しており、そ

の適正な管理と取扱いは研究者と本学に課せられた重要

な責務となっています。 

富山大学では毒物及び劇物の適正な管理と取扱いを確

保するため「毒劇物定期検査」を実施しています。検査で

は、購入情報、受払状況、保管状況、表示などについて当

該研究室教員以外の第三者的立場の検査員が毒物・劇物を

使用・保管する研究室の現場で確認を行います。平成２９

年度は、検査対象となる 173 研究室・講座等のうち 130

研究室・講座等について実施しました。検査の結果、昨年

より、若干の改善が見られましたが、未だなお、表示、鍵、

受払記録、転倒防止に是正指摘事項がありました。それら

については各事業場において是正措置を推進し、毒劇物の

管理水準の向上と取扱者の意識向上に努めました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年６月１日より労働安全衛生法が改正され、一

定の危険・有害性のある化学物質を使用している事業場に

対して化学物質リスクアセスメントの実施が義務付けら

れました。 

本学では、平成 28 年度リスクアセスメント調査を実施

し、その結果に基づいて、作業内容に一定の危険性・有害

性があると考えられる研究室等に、換気装置内での作業を

行うよう、保護具の着用をするなどのアドバイスを化学物

質管理部会から行いました。また、リスクレベルⅢ、Ⅳと

なった個所については、作業環境測定を順次実施しており、

これまでに作業環境測定を実施した個所については、すべ

て問題のない第 1 管理区分でした。 

平成 29 年度においても、化学物質リスクアセスメント

調査を実施しております。今年度のリスクアセスメント評

価では、部屋の気積、同時に同じ作業を行う人数を入力で

きるよう項目を追加しました。調査の対象は、平成 29 年

度から新たな化学物質を定期的に使用する作業、平成 28

年度に変更した作業、前年度のリスクアセスメント評価に

おいて高リスクと判断されてリスクレベルの改善を実施

した作業等が対象となっています。 

調査の結果、研究室等のリスクレベル改善が実施された

ため、リスクレベルⅢ、Ⅳの研究室は減少しています。 

今後、リスクレベルが改善されない研究室等について、

化学物質管理部会で検討し、当該研究室に改善策をアドバ

イスする予定です。 

 

３）毒物および劇物の管理について                      

４）化学物質リスクアセスメントについて                      

0

0.5

1

1.5

2

2.5

1 2

Ｈ２８ Ｈ２９

保管庫あたりの 

是正指摘数 

（件／台） 

研究室・講座あたりの 

是正指摘数 

（件／研究室・講座） 

（件） 

是正指摘件数（全学） 

Ｈ29 Ｈ28 

※対象数は保管庫の増設・廃止等により変動する 

平成 29 年度毒劇物定期検査実施数 

事業場名 対象数 実施数 備考

五福地区 80 80 ―

杉谷地区 71 35

附属病院 18 11

高岡地区 2 2 ―

五艘地区 2 2 ―

3年間で

全数89室を実施
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平成 13 年に本学での薬品の管理状況及び廃液内容の把

握を目的に TULIP が開発され、平成 16 年より五福キャ

ンパスで正式運用が始まりました。 

現在では、五福キャンパスにおいて、毒劇物を保管及び

使用している研究室、および実験系廃棄物を環境安全推進

センターへ定期的に持ち込む研究室は、薬品類を TULIP

に登録することになっています。 

平成 28 年度からは、全キャンパスにおいて TULIP へ

アクセスが可能となり、平成 29 年度には、杉谷キャンパ

ス 17 研究室、高岡キャンパス 10 研究室が新たに登録さ

れ合計 128 研究室・講座等が化学物質および高圧ガスの

一元管理、実験系廃棄物（廃液）の申請等に利用していま

す。 

今後、杉谷・高岡キャンパスにおいても、毒劇物を保管

及び使用している研究室は TULIP へ登録するよう順次指

導を行い、本学の毒劇物の適正管理を推進します。 

また、TULIP の特徴、使用するメリットをより効果的

に教職員や学生に伝えることも重要な課題であり、今後は

講習会を積極的に開催していきます。 

 

 

 

  

化学物質別利用状況調査表 

５）TULIP（富山大学薬品管理支援システム）の全学展開について                      

リスクレベルによる措置内容 

リスクレベルⅠ 些細なリスク

リスクレベルⅡ 許容可能なリスク

リスクレベルⅢ 中程度のリスク

リスクレベルⅣ 大きいリスク

リスクレベルⅤ 耐えられないリスク

追加的管理は不要であり、現在のリスクレベルを維持する。

リスク低減措置は不要であるが、改善策があれば実施することが望ましい。

リスク低減措置を実施することが望ましい。

保護具の着用、換気装置内での作業を行うこと。

大きなリスクであるため、リスク低減措置を実施しなけれならない。

リスク低減されるまで、業務の開始は望ましくない。

リスクが低減されるまで作業は原則禁止とする。
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近年、水銀に関する水俣条約により、水銀に対する規制

が強化されています。こうした状況から、本学では水銀の

保有量調査及び適正管理と水銀系廃棄物の適正処分を推

進しています。 

水銀には毒性があるため、その使用、排出、廃棄による

環境汚染や健康被害を防ぐ必要があります。割れた温度計

やマノメータなどを長期間保管しておくことは望ましく

ないため、本学では毎年、水銀系廃棄物の一斉処分を行っ

ています。平成 29 年度の一斉処分では、61 研究室（五

福キャンパス：21 研究室、杉谷キャンパス：40 研究室）

から 665 個（五福キャンパス：207 個、杉谷キャンパス：

458 個）の水銀系廃棄物の処分希望があり、キャンパス

毎に水銀系廃棄物を処分しました。水銀系廃棄物の総重量

は、五福キャンパスでは約 15.7kg、杉谷キャンパスでは

約 77.3kg でした。なお、高岡キャンパスでは水銀系廃棄

物の処分希望はありませんでした。 

水銀の貯蔵について、同一の年度においては、保管した

対象物質のいずれかの最大量が 30kg 以上となった場合、

貯蔵状況や廃棄物への移行量等を報告する必要がありま

す。平成 29 年度の水銀の保有量調査において、本学が貯

蔵する水銀の保有量は、報告が必要な保有量を超えません

でした。 

今後も処分希望に応じて一斉処分の機会を設け、適正管

理・適正処分に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

本学では教育研究活動において多種多様な薬品を使用

しています。一方で、不要となった薬品の処分が毎年、数

多く発生しています。平成 29 年度は業者委託により 37

件の薬品処分を行いました。平成 29 年度に処分した薬品

の総数は 965 品目であり、平成 28 年度に比べて、220

品目増えました。一斉処分を行うことにより、払出しに係

る運搬費や諸経費を各研究室で分けて負担するため、処分

費用を安く抑えることができます。一斉処分は使用予定の

無い薬品を処分し、保有薬品等について確認する良い機会

になっています。以前は、前任者が使用していた薬品が残

されたままになっていたこともありましたが、一斉処分を

行ってからは減少しています。 

また、杉谷キャンパスでは、287 品目、約 12,221 ㎏の

薬品を処分しました。平成 28 年度に比べると、463 ㎏増

えました。高岡キャンパスでは、平成 28 年度は不要薬品

の処分はありませんでしたが、平成 29 年度は 129 品目

の不要薬品を処分しました。 

薬品を処分する際には、処分に関する許可証、処分地と

の距離、価格等を考慮の上で適正な業者を選定し、処分を

委託しています。また、本学では学生・教職員の安全確保

と学内外の環境保全のため、継続的に安全講習会や廃液講

習会を実施して、薬品の使用者の意識向上に努めるととも

に、薬品の計画的な購入と適正管理及び不要薬品の適正処

分を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6-２. 廃棄物・排水管理  

 

五福キャンパスの 

水銀系廃棄物 

杉谷キャンパスの 

水銀系廃棄物 

環境安全推進センターに搬入された不要薬品 

１）水銀系廃棄物の適正管理と処分について                      

２）不要薬品の処分について                      
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高濃度 PCB 廃棄物（あるいは使用機器類）は定められ

た期限までに、処分をしなければなりません*1。 

平成 29 年度は、五福キャンパスにおいて、高濃度 PCB 

43.69kg*2 と、低濃度 PCB*3 を専門業者に依頼し処分を

完了しました。 

また、平成 29 年度末には、PCB を使用している機器類の

調査を実施し、1975 年（昭和 50 年）以前の電気機械器

具類の確認を行いました。調査により発見された PCB を

使用している疑いのある機器については、高濃度 PCB 及

び低濃度 PCB の判別をおこない、余裕のある処分計画を

立てて、適正に処分を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

本学では、雨水・冷却水の雨水系排水は河川へ、生活系

排水及び実験系排水は公共下水道へ排出しています。（図） 

また、本学は、水質汚濁防止法及び下水道法で定められ

た特定施設にあたるため、雨水系統については水質汚濁防

止法による排水基準、公共下水道については下水道法によ

る下水排除基準を遵守しなければなりません。そのため、

本学では、水質汚濁防止法の排水基準、下水道法の下水排

除基準より厳しい排水の管理目標値を定め、定期的に排水

分析を行っています。平成 29 年度の雨水系排水において

異常はありませんでした。 

実験系排水においては、五福キャンパスにおいて、亜鉛

の管理目標値超えがありました。原因は、平成 28 年度と

同様に、学生実験において、亜鉛鉱石を観察後、机に落ち

た鉱石を雑巾でふき取り、流しで洗い流したことによるも

のです。再発防止のため、ウエス等でふき取り、実験系の

固形廃棄物として処分を行うよう再度、指導を行いました。 

また、生活系排水については、異常はありませんでした。

五福キャンパスにおいて、平成 27 年度ノルマルヘキサン

抽出物質の下水排除基準超えを富山上下水道局から指摘

がありましたが、平成 28 年度に設置したグリストラップ

と作業工程の改善により、基準超過はありませんでした。 

今後、学内の排水について、学生や教職員を対象とした

講習会を定期的に開催し、本学における適正な排水管理を

継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学では様々な教育研究活動が行われており、多種多様

な化学物質が使用されています。これらの実験から発生す

る多種多様な廃液や廃棄物を正しく分別するためのマニ

ュアルを、平成 28 年度には「廃棄物排出の手引き（杉谷

キャンパス）」＊1、平成 29 年度には「廃棄物処理の手引

き（五福キャンパス）実験系」＊2 を作成しました。 

廃液については、無害化する際に、少しでも環境の負荷

を減らせるような廃液分類表を各キャンパスで作成して

います。各研究室や講座では、分類表に従って廃液の分類

を行い、指定の収集場所へ持ち込み、専門の処理業者へ適

正な処分を依頼しています。 

また、廃液を排出する研究室や講座の学生・教職員を対

象に、廃液講習会を開催し、適正な分別を行うよう周知徹

底を図っています。 

高濃度 PCB 払出し作業風景 低濃度 PCB 払出し作業風景 

４）排水管理について                      

３）PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の管理状況について                      

５）実験系廃液の管理について                      

図 富山大学排水経路 

定期的な
排水分析

公共下水道へ放流

・実験系排水・生活系排水
・雨水
・冷却水

河川へ放流

定期的な
排水分析

定期的な
排水分析

*1  廃棄物排出の手引き（杉谷キャンパス）

http://www.erc.u-toyama.ac.jp/inside/management/waste_guide_sugitani.pd（学内限定） 
 

*2  廃棄物処理の手引き（五福キャンパス）実験系  

http://www.erc.u-toyama.ac.jp/inside/management/waste_guide_gofuku.pdf（学内限定） 
 

*1：高濃度 PCB 廃棄物等について 

・富山県は北海道エリアに属しており、処分期限は変圧

器・コンデンサは平成 34 年３月 31 日までに、安定器

及び汚染物等は平成 35 年度までに。 

・（低濃度 PCB 廃棄物の処分期限は平成 39 年３月 31 日

まで。 

*2：高濃度 PCB 廃棄物等の内訳 

・コンデンサ 61 台、試薬 5 本、汚染物等２台 

*3：低濃度 PCB 廃棄物等の内訳 

・高圧トランス 12 台、汚染物等 10 台 
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富山大学には労働安全衛生法で定める五つの事業場（五

福地区事業場、杉谷地区事業場、附属病院事業場、高岡地

区事業場、五艘地区事業場）があり、それぞれの事業場に

安全衛生委員会が設置されています。各委員会では、事業

場の活動方針や活動計画を定め、安全衛生管理活動を推進

するとともに課題解決にあたっています。 

また、本学では、環境安全衛生マネジメント委員会を設

置し、その下に安全衛生部会、化学物質管理部会、環境マ

ネジメント部会を設置しています。この全学体制の中では、

安全衛生部会は各事業場に設置した安全衛生委員会の上

部組織となり、各事業場の計画の進捗や抱える問題点につ

いて協議するとともに本学の安全衛生に関する基本方針

を決めています。平成 29 年度は、各事業場で毎月、安全

衛生委員会を開催するとともに、平成 30 年 2 月 23 日と

平成 30 年 3 月 30 日には全学の安全衛生部会を開催しま

した。各事業場の安全衛生委員会では職場パトロール、時

間外労働時間の把握と措置、疲労蓄積度自己診断、作業環

境測定、労働災害等について協議し、解決課題については

関係部局と調整を図るなど、改善に努めました。また、全

学の安全衛生部会では五つの事業場全体の平成 29 年度の

活動実績と自己評価結果を審議するとともに学生の安全

衛生に関する危機事案、化学物質リスクアセスメント実施

結果、防災訓練等の実施状況等について協議しました。

 

 

    

 

作業環境中に存在することがある有害な因子としては、有

機溶剤・鉛及びその化合物・特定化学物質等の有害な化学物

質、じん肺の原因となる粉じん等の有害な物質のほか、電離

放射線、電磁波、有害光線、騒音、振動、高温・低温、高湿

度等の物理的因子等もあります。本学では教職員及び学生の

教育・研究環境の安全確保のため、有機溶剤、特定化学物質、

粉じん及び電離放射線を取扱う作業について作業環境測定

を実施しています。 

 

≪有機・特化・粉じん≫ 

平成 29 年度は、有機溶剤を使用する作業場 14 室、特

定化学物質を使用する作業場 16 室、粉じんが発生する作

業場 5 室の計 35 室について年 2 回、延べ 70 室の作業環

境測定を実施しました。測定の結果、作業者の健康管理上、

緊急に改善が必要な第 3 管理区分に相当する作業場はな

く、第 2 管理区分に相当する作業場が 8 室（有機 2 室、

特化 4 室、粉じん 2 室）ありました。改善を必要とする

第２管理区分と判定される主要因となった物質は遊離ケ

イ酸を含有する粉じんの他、ホルムアルデヒドとクロロホ

ルムで昨年と同様の傾向でした。改善の必要な作業場につ

いては、安全衛生担当部署及び当該研究室で連携し、設備、

作業工程、作業の方法の点検を行い、ハード面、ソフト面

から改善を行いました。 

 

≪電離放射線≫ 

本学には放射性物質を使用する施設として、五福キャン

パスには自然科学研究支援ユニットの放射性同位元素実

験施設と水素同位体科学研究センターがあり、杉谷キャン

パスには生命科学先端研究支援ユニットのアイソトープ

実験施設と附属病院があります。これら４つの施設におけ

る電離放射線関係の作業環境測定の対象となる 52 室につ

いて毎月１回の作業環境測定を実施しました。空気中放射

性物質濃度の測定結果は、平成 29 年度についても全ての

室において年間を通じて法規制上、問題のないレベルで推

移していました。 

 

作業環境測定の結果は各事業場の安全衛生委員会に報

告し、協議するとともに各部局に周知し、必要に応じて改

善を図ることにより、教職員及び学生の作業環境の改善と

安全意識の向上に努めました。 
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本学では学生及び教職員を対象とした安全教育講習会

及び救命講習会を継続的に実施し、安全意識の向上に努め

ています。安全教育講習会は、本学で作成した安全ノート

をテキストとして用います。安全ノートは本編と野外調査

実験編の二分冊から成り、本編はさらに総論、化学・生物

編、機械編、電気・電子編、保有薬品等の処分、資料編の

6 部構成になっています。また、総論では本学の安全衛生

管理体制、安全の基本、研究、実験を行うための留意事項

と管理体制、重大人身事故発生時の応急対応に関する内容

が記載されており、実験系以外の学生や教職員にも役立つ

内容構成になっています。また、野外調査実験編では野外

調査、野外観測、観測船などによる調査、学生を引率して

の野外実習や巡検に関する諸注意事項が盛り込まれてお

り、海洋、海岸、河川、湖沼、平野、山岳地帯などあらゆ

る地域・環境での教育研究活動にも対応できるように配慮

されています。平成 29 年度は約 1,000 人の学生、教職員

が安全教育講習会を受講し、安全に関する基礎知識の習得

と安全意識の向上を図ることができました。また、救命講

習会では、396 名の学生・教職員が大切な命を救うため

に「予防」、「早期認識と

通報」、「一次救命処置」、

「二次救命処置と心拍再

開後の治療」の「救命の

連鎖」の大切さを学びま

した。 

 

 

 

 

高岡キャンパスでは 6 月 12 日に総合（消防）訓練を実

施し、学生・教職員約 200 名が参加しました。参加者は

火災発生時の確認ポイントを念頭に置きながら、通報・連

絡、消火・警備、搬出、避難誘導、救護の訓練を実施しま

した。次に、消火器による初期消火訓練や煙体験（テント

内にドライスモークを充満させ、その中を通り抜ける体験）

を行いました。五福キャンパスでは、11 月 16 日に、震

度 6 強の地震が発生し火災が起きたことを想定した防災

訓練を実施しました。この防災訓練では、学生・教職員約

220 名の参加を得て、避難誘導、避難者の安否確認、負

傷者の救護訓練等を行いました。訓練後は、引き続き消火

器及び屋内消火栓の実技訓練、火災報知器作動体験、避難

はしご実技訓練を実施しました。杉谷キャンパスでは 11

月 21 日に、震度 6 強の地震発生及びそれに伴う火災発生

を想定した訓練を実施し、約 70 名が参加しました。訓練

では、パニック防止放送を行うと同時に自衛消防隊本部を

設置し、状況把握、初期対応、初期消火、けが人の救出救

護、安全防護並びに避難誘導の訓練を行いました。各キャ

ンパスで実施した訓練には、学生・教職員が多数参加し、

防災意識を高める有意義な訓練となりました。

 

 

 

本学では教育研究活動の中で多くの高圧ガスボンベを

使用し保管しています。平成 29 年度は、産学連携推進セ

ンターにおいて、使用していないボンベの返却及び 1 年

で使い切れる量のボンベを購入するよう推進することに

より、不要なボンベの削減を行いました。また、産学連携

推進センターのボンベ保管庫（写真）の再整備を行い、使

用していないボンベや使用後のボンベは、ボンベ庫に保管

するよう周知徹底を図りました。 

また、平成 29 年度には、薬品管理支援システム（TULIP）

の全学運用が始まり、各研究室や講座において TULIP へ

高圧ガスボンベを登録することとし、全学の高圧ガスボン

ベの使用状況を環境安全推進センターで把握できる体制

を整備しました。

研究室で使用中の 

ガスボンベの保管状況 

３）安全教育講習会・救命講習会                                 

４）防災訓練                               

５）高圧ガスの管理について                              

救命講習会の様子 

ボンベ庫 

防火・防災訓練の実施状況 

実　施　日 場　　所 参 加 者 数

約220名

（大学HPから）

杉谷地区 平成29年11月21日 管理棟 約70名

附属病院 平成30年3月 7日
附属病院北病棟６階を中

心とした附属病院全域
119名

高岡地区 平成29年6月12日 多目的グラウンド 約200名

平成29年9月25日 幼稚園 109名

平成30年1月16日 幼稚園 109名

平成29年9月25日 小学校 449名

平成30年2月16日 小学校 463名

平成29年9月25日 中学校 502名

平成29年5月23日 特別支援学校 90名

平成29年9月25日 特別支援学校 93名

平成29年12月7日 特別支援学校 90名

五福地区 平成29年11月16日
理学部・富山市新産業支

援センター・（事務局）

五艘地区
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研究推進機構研究推進総合支援センター自然科学

研究支援ユニット放射性同位元素実験施設（以下、

放射性同位元素実験施設）は、水素同位体科学研究

センターとともに、五福キャンパスにおいて放射性

同位元素を取り扱うための施設です。当施設では、

五福キャンパスにおける放射線や放射性物質に関す

る教育や研究を支援するとともに、放射性物質の保

管・管理を行っています。こういった施設の活動に

関する最近の状況を紹介します。 

当施設は、五福キャンパスにおいて、非密封の放

射性同位元素を用いた研究の場を提供しており、主

に３５S の核種の放射性同位元素を用いたライフサ

イエンスの研究が行われています。施設には、イメ

ージングアナライザー（BAS-1800）（図１）などの

解析装置が備えられており、こういった装置や施設

を整備して、放射性同位元素を用いたライフサイエ

ンスの研究を支援しています。近年では、非密封の

放射性同位元素を用いた研究に加えて、当施設のゲ

ルマニウム半導体検出器（図 2）を用いて、環境中

の放射性物質の同定や定量を行う研究が飛躍的に増

えています。これらの研究における様々な試料の測

定を通して、福島第一原発事故後の放射性物質の環

境中での動態などについて多くの知見が得られてい

ます。これらの研究を支援するために、当施設では

測定機器の整備・充実を図っています。 

放射線教育に関しては、理学部と工学部の学部学

生と工学部の大学院生が、当施設において学生実験

を行っており、ここでは、放射線の測定方法や取扱

い、放射性同位元素の安全で適正な取り扱いといっ

た知識や技術の習得を支援しています。 

放射線の安全管理については、当施設は、五福キ

ャンパスにおける放射線・放射性同位元素使用者や

学外施設（SPring8 など）の利用者に対して、教育

訓練及び健康診断を行っており、五福キャンパスの

構成員が安全に放射線・放射性同位元素を利用でき

るよう支援しています。 

上記の諸活動を推進・充実することによって、五

福キャンパスにおける放射線安全管理を進めるとと

もに、放射線・放射性同位元素を用いた研究の一層

の推進に寄与していきたいと考えています。 

 

 

６）放射性同位元素実験施設の活動状況と 

五福キャンパスにおける放射線安全管理 

 

自然科学研究支援ユニット 放射性同位元素実験施設長 

大学院理工学研究部 教授 若杉 達也 

図 1 イメージングアナライザー（BAS-1800） 

図 2 ゲルマニウム半導体検出器 
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実施日：平成 29 年 4 月 14 日、9 月 14 日（年２回） 

主 催：富山大学環境安全推進センター 

 

環境安全推進員は、富山大学が定める環境マネジメント

規則に基づき、各部局の教職員の中から環境安全推進実行

者によって指名されています。 

推進員は、「富山大学環境配慮活動年度計画」に基づき、

所属部局等の年度計画を立案するとともに、所属部局等の

構成員へ周知し、環境配慮活動が円滑に実行されるよう働

きかける役割を担っています。 

環境安全推進員連絡会は、推進員の活動をサポートする

ため、年２回（４月、９月）開催されています。連絡会の

役割は次のとおりです。 

 

・環境マネジメントシステム・年度計画立案・具体的活動

事項等における基礎情報の提供ならびに疑問点の解消 

・推進員相互の意見交換・情報交換の場を提供 

・前年度の監査結果や現段階での活動の成果・課題につい

て情報を共有し、活動の維持・改善に向けての意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 30 年 1 月中旬～2 月末 

主 催：富山大学環境安全推進センター 

  

環境内部監査はすべての学生・教職員から募集された環

境内部監査員によって、被監査対象部局３１か所について

実施しています。 

監査では、各部局で決定された年度計画に沿って、計画

通り環境配慮活動が実行されているか、また法律や規則が

遵守されているかどうかを確認します。 

監査員となるには、環境内部監査員養成講習を受講し、

修了試験に合格することが必須です。そして、富山大学環

境マネジメント規則（第１１条第２項）に基づき、環境安

全推進センター長（環境管理責任者）より任命されていま

す。 

受講者の募集は、ポスター掲示や各部局への依頼によっ

て行っており、平成 29 年度の受講者は学生 13 名、職員

９名で、全員が監査員の資格を取得し、監査員として任命

されました。また、被監査対象部局は 31 か所あり、新規

資格取得者22名に加え経験を有する過年度資格取得者７

名にも再任を依頼しました。 

監査は、学生と教職員各々１名ずつで編成された 15 チ

ームが、各々割り当てられた被監査部局を訪問し、ヒアリ

ングや現場確認等を行います。 

例年、被監査対象部局 31 か所全てを、監査員が訪問し

監査を実施していますが、平成 29 年度は訪問による監査

は 15 か所とし、残り 16 か所は環境安全推進センターに

よる書類監査としました。 

理由は１チームあたりの被監査部局を１か所とするこ

とで（例年は２～３か所）、監査員の負担を減らし１か所

を重点的に、従来よりも深く掘り下げて監査できるように

するためです。 

環境安全推進員連絡会の様子 

 

学 長

環境管理責任者
（環境安全推進センター長）

統括環境安全衛生管理者
（理事または副学長）

環境マネジメント部会

環境内部監査員

「環境マネジメント実施体制図」より抜粋（ｐ.4 参照） 

環境内部監査員養成講習会の様子 

１）環境安全推進員連絡会の開催                      

２）環境内部監査について                  

「環境マネジメント実施体制図」より抜粋（ｐ.4 参照） 

 
環境安全推進実行責任者

（学部長等）

環境安全推進実行担当者
（作業場の管理責任者）

環境安全推進実行管理者
（学科長等）

環境安全推進員

環境内部監査員

7-1. 学生・教職員の環境活動 
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実施日：平成 29 年 12 月 4 日 

場 所：五福キャンパス災害対策プラザ２階 

合格者数：受講者全員 22 名 

説明会対象者：本年度受講者 22 名、再任者 3 名、    

 過年度合格の新任者１名（計 26 名） 

 

合格証授与式では、合格証と共に選任書を交付

しました。 

説明会では、監査チームと監査担当部局を発表し、監査の全体的な流れ・手順・注意点や、報告

書の記載方法、監査結果の評価方法等、監査の実施における具体的な説明がなされました。 

 

環境内部監査員 

合格証授与式 

および説明会 

12月 

実施日：平成 30 年 4 月 20 日 

参加者：5 名（対象者 13 名） 

 

エコキャンパス推進学生感謝状贈呈式とは、

環境内部監査をはじめ、環境塾、環境マネジメ

ント部会、その他自主的な環境配慮活動を通じ

て、本学の環境向上に貢献した「エコキャンパ

ス推進学生」に対し、学長より感謝状を贈呈す

るものです。 

感謝状贈呈式の後には懇談会を開催し、環境

内部監査員に応募した動機や体験した意見・感

想等を述べてもらい、有意義な時間となりまし

た。 

 

エコキャンパス推進学生 

感謝状贈呈式 

および懇談会 

４月 
次年度 

環境マネジメント部会における

監査結果の報告および審議 

監査結果の報告および審議 

3 月 

開 催 日：平成 30 年３月 29 日 

開催場所：五福キャンパス大会議室 

 

適合件数の割合は

99.1％で、概ね計画

通り実施されていた

ことを報告しまし

た。（ｐ.48-49 参照） 

 

監査員養成講習受講者の 

募集開始 

募集期間：平成 29 年 6 月 8 日～9 月 7 日 

募集対象：本学の学生・教職員 

 

６月からポスターによ

る募集を開始し、８月から

各部局への依頼による募

集を開始しました。 

 

 

 
募集ポスター 

拡大 

６月～ 

実 施 日：９月 28 日、29 日 

開催場所：五福キャンパス災害対策プラザ 

講  師：専門機関の講師に依頼 

受 講 者：学生 13 名 教職員９名 

 

ISO14001 や本学の EMS の概要説明、監査

手順や不適合検出の説明を受けた後、個人演

習・グループ演習を実施。その後、受講者全員

が修了試験を受験しました。 

 

監査員養成講習会の実施 

 
９月 

 
環境内部監査員募集から環境内部監査の実施・審

議等までのスケジュールは次のとおりです。 

（１）環境内部監査の年間活動について                  
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環境内部監査に参加した学生・教職員の皆さんに書いていただいた意見・感想の中から、いくつかご紹介します。 

 ※所属は平成 29 年度 3 月末時点のものです。 

 

●学生監査員 

◆人文学部 吉田 達也 

 

今回の環境内部監査では、私は「工学部」の監査を行い

ました。私は人文学部に所属する学生であるため、普段は

実験を行わないのですが、今回理系学部では注意すべき点

が多いことを知りました。一方で文系学部に所属する私達

も、環境に対する取り組みや自分自身の姿勢を見直さなけ

ればならないと痛感しました。また、実際に監査に行って

みると、分別・節電・廃液処分を徹底して行っていること

が分かりました。分別するものの種類数は多少異なります

が、他の部署でも行うと良さそうだと感じるようなことが

行われていて、しっかりと活動が行われている印象を受け

ました。なかなか学生の間では経験することのできないこ

とであり、環境内部監査を行うことができてよかったと思

います。 

◆経済学部 中田 理紗  

 

私が環境内部監査に参加したきっかけは、企業でも環境

内部監査が実施されておりその活動内容をより詳しく知り

たいと思ったからでした。当初は少し不安を感じていまし

たが、事前の講座で一から丁寧に活動内容等を教えて頂け

たことで知識を深めることができ、安心して監査に臨むこ

とができました。実際に監査に携わってみると、想像以上

に方針ごとに細やかな活動の環境配慮がなされていること

に正直驚かされました。また、省エネ活動や節水は部局内

では当たり前な活動として定着しており、環境配慮を意識

したこのような姿勢も環境内部監査の成果だと思いました。

これまで何気なく利用していた施設でも環境配慮活動が実

施され快適な環境が整えられていることを知ることができ、

改めて参加してよかったと思いました。

  

●職員監査員                                     

◆社会貢献課 森本 直幸 

 

今回、初めて環境内部監査員として監査を行いました。

環境内部監査に従事して、懸念される点は環境安全推進員

が実施計画を立案・実践する中で、他の構成員が置き去り

になっていないかという点でした。 

１つ１つ、全体で話し合って決定していくような時間の

かけ方はできないため、環境安全推進員が率先して取組を

先導していくことは自然です。一方で、一人一人の構成員

が、１つの目標に向かって主体的に行動することが取り残

され、組織全体の取組に発展していかないことが見て取れ

ます。 

このことは年度計画の企画立案においても、無難な線で

計画が設定されることにも繋がっているように思われ、さ

らに、計画と構成員との乖離を招いていると思われます。 

対応策として、例えば、監査において環境安全推進員以

外の構成員が面談を担当し、環境安全推進員は構成員への

啓発活動を行うことにより、全体として計画や取組の水準、

一人一人の意識の底上げに繋がるように考えられます。 

◆留学支援課 大坂 理美 

 

環境内部監査を初めて体験して、本学でも環境を意識し

た様々な取り組みが行われていることがよく分りました。

貴重な機会をいただきありがとうございました。 

本学では環境配慮活動計画に基づき、各部署で取り組む

ことを年度計画/フォロー表に落とし込み、それぞれの部署

の自主的な活動を促しています。この点は、部署によって

置かれている環境や関係者が異なる大学の特性に合って

いると感じました。 

一方で、作成したフォロー表の内容を、関係者が自分の

問題として考えられているか、という点には疑問を持ちま

した。 

私が監査させていただいた部署では、担当者の方が熱心

に取り組んでおられ、特に問題はありませんでした。しか

し環境配慮活動を維持・発展させるには一人ひとりの意識

によるものが大きいため、環境安全推進委員に部署の取組

のすべてを把握、改善させることは難しいのでは、と感じ

ます。 

今後は部課長の方々、教員の方々など、これまで環境配

慮年度計画/フォロー表の作成に関わりにくかった方たち

に対しても、環境配慮活動の重要性を伝えていっていただ

く必要があるのではと思います。本学が環境配慮活動の点

で進んでいる大学となるよう、今後は多くの人を巻き込ん

だ活動を期待しつつ、自分自身も引き続き、身近なところ

から環境配慮活動を続け、広めていきたいです。

（２）環境内部監査を終えて（体験感想文）   



 

 

富
山
大
学
に
つ
い

て 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム 

 

富
山
大
学
環
境
宣
言 
 

富
山
大
学
に
つ
い

て 

富
山
大
学
に
つ
い

て 

 
環
境
方
針
３ 

 
 

 
環
境
方
針
３
  
  

富
山
大
学
に
つ
い
て 

富
山
大
学
に
つ
い

て 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム 

 

富
山
大
学
に
つ
い
て 

学生・教職員の環境活動 環境方針３| 全構成員の参画・地域との連携に関すること 

30  Environmental Management Report 2018      TOYAMA UNIVERSITY 

 

本学では、実験室、研究室、事務室のレイアウト変更や

職員の異動の際に、不要になった実験機器や事務用品など

様々な物品が数多く排出されます。それらの物品※１の中

には、そのまま使用できるものや、少し修理をすれば使用

できるものが含まれていることがあります。「物品リサイ

クル掲示板」システムではそのような物品を廃棄する前に、

物品リサイクル掲示板に登録し、引き取り希望者を募集し

ます。キャンパスを越え、全学的に引き取り希望者を募集

しますので、多くの引き取り希望者が集まります。 

「物品リサイクル掲示板」システムを利用することで、

以前はゴミとして廃棄されていたものでも、新たな所有者

の下で再度活用されることになり、資源の再利用に貢献す

ることができます。引き取り希望者についても無料で必要

とする物品等を手に入れることができるため、出品者、引

き取り希望者の双方にとって非常に有益なシステムであ

ると言えます。

 平成 29 年度は出品件数 113 件のうち 70 件（62％）

について交渉が成立しています。平成 28 年度に比べて出

品件数が増加しており、より多くの不要物品が新しい所有

者に引き取られ、再使用されております。今後も本学では、

「物品リサイクル掲示板」システムを活用し、不要物品の

再使用・再利用の推進、不要物品の発生そのものを抑制し、

３Ｒ※２の推進に努めます。  

 

 

※１ 物品：資産・少額資産・消耗品のいずれかのうち再利用で

きるもの 

※２ ３R ：Reduce（発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle

（再生利用） 

 

３）物品リサイクル掲示板の運用 ～３Ｒの推進～                       

出品件数と交渉成立件数の推移 

〇過去５年間の出品件数（個数）および交渉成立件数（個数） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29

出品件数（個数） 71（309） 101（634） 93（527） 95（1097） 113（224）

交渉成立件数（個数） 48（214） 58（409） 49（251） 66（721） 70（162）
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富山大学の環境美化・緑化活動は、学生・教職員や環境安全推進センターそれぞれにおいて企画され、活動内容によっ

ては三者が共同しながら行っています。環境美化活動・緑化活動により、キャンパス内外のアメニティを向上させるだけ

でなく、日頃交流する機会の少ない学生・教職員や、附属病院の利用者の方々・地域住民の方々とのコミュニケーション

を図る良い機会になっています。 

 

 

 

 

 

実施日：平成 29 年 10 月 28 日 

場  所：富山大学五福キャンパス周辺 

主  催：富山大学生活共同組合学生委員会 

 

この活動は、地域の方と交流しながら大学周辺の清掃を

行う企画です。また、「再発見」とあるように普段、多忙

な富山大学生は自分たちの住んでいる街をじっくり見る

機会はあまり多くはないので、改めて、街の良さを発見し

て欲しいという想いも込められています。この活動を通し

て、環境配慮への意識を向上させるだけでなく、地域の

方々との連携を大切に活動する意義を見出す事が出来ま

した。 

 
 

 

 

期 間：平成 30 年１月～継続中 

場 所：富山大学五福キャンパス 生協売店本店 

主 催：富山大学生活共同組合学生委員会環境チーム 

 

この活動は、富山大学生に身近な「デポ丼」の容器とエ

コキャップのリサイクルを呼びかけ、富山大学生が気軽に

環境配慮活動へ参加し、環境配慮への意識を高めてもらう

ことを目的とするものです。 

リサイクルを呼び掛けるために、デポ丼については販売

している店内に案内を設置したり、エコキャップについて

は回収箱を設置しました。（写真） 

この活動のきっかけは、全国大学生活協同組合連合会主

催の「全国環境セミナー2017」に参加し、「1 人ひとりが

環境問題を自分事として捉え、主体的に環境配慮活動が展

開されていくよう、まずは学生委員がきっかけとなる活動

に取組むこと」の大切さを感じたからです。今後は、組合

員が気軽に参加できる環境配慮活動を幾つか立案し、組合

員の投票によって絞り

込み、環境配慮活動が

組合員の間で広がって

いくような企画を実施

していきたいと考えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（1）学生の取組み   

 富山大学生活協同組合学生委員会の取組み ―再発見！わたしたちの街― 

 富山大学生活協同組合学生委員会の取組み ―Lunch To Environment― 

富山大学生活協同組合 

学生委員 
 

工学部環境応用化学科 

赤井 祐介 

富山大学生活協同組合 

学生委員 
 

人文学部人文学科 

加藤 庸平 

可燃物　 24.5kg 

不燃物　 19.0kg

収集したゴミの量

海岸クリーン作戦 

日程：平成 29 年６月 25 日 

場所：富山市八重津浜  

主催：富山県生活協同組合連合会 

参加者：36 名 
 

チャリトン* 
*食堂付近の自転車整理をする企画 

 

日時：平成 29 年４月 11 日～４月 20 日 

場所：五福キャンパス 第一食堂付近 

内容：自転車の誘導と整理 

主催：富山大学生活協同組合学生委員会 

学
生
委
員
会
の
そ
の
他
の
活
動 

富山大学生協学生委員会 

公式マスコット「とみみ」 

デポ丼のそばにデポ丼容器のリサイクルを促す 
案内を設置 

４）環境美化・緑化活動                  

エコキャップ回収箱 

 

角から 
エコキャップを 
入れます。 

掲示内容 
「こちらのデポ丼は 

ミルチャージ 
可能です」 
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実施日：平成 29 年４月 18 日 

場 所：富山大学五福キャンパス構内 

 

月に一度程度自主的に大学周辺のゴミ拾いを行ってい

ます。ゴミ拾いはいくつかのグループに分かれて広範囲に

行い、建物の陰に落ちている小さなゴミも積極的に拾って

います。 

４月のゴミ拾いでは、新入生も交えて MEETS の活動を

知ってもらう意味も兼ねて大学構内にてゴミ拾いを実施

しました。私たちの活動を多くの人に知ってもらいゴミの

ポイ捨てを減らしていきたいと考えています。 

構内には喫煙スペースが設けられていますが、建物の陰

や駐車場の近くにはタバコの吸い殻が落ちており、マナー

を守らずに喫煙している人がいることは残念に思います。 

私たちのサークルでは、禁煙を呼びかける活動も行なっ

ているので、ゴミ拾いと並行して活動を進めていく必要が

あると改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 29 年度 6 月 18 日 

場  所：射水市六渡寺海岸 

主  催：コスモ石油、TOKYO FM、JFN、FM とやま 

 

この活動は、杉谷キャンパスボランティア同好会毎年恒

例の富山県内の海岸清掃です。当日はあいにくの曇り空で

はありましたが、9 名の部員が参加し、予定通り活動を行

うことができました。六渡寺海岸は庄川と小矢部川の河口

の狭間にあるため、これら 2 つの川からごみが流れ着く

といった現状が確認されています。とりわけ小矢部川から

流れてくる水草やペットボトル、空き缶、プラスチック容

器などのごみが常時海岸へ溜まり、問題になっています。

これらの事態を打破するため、地域全体を挙げた清掃活動

により、海岸の美化に努めることが求められています。杉

谷キャンパスボランティア同好会では、海岸の美化へ向け

て最大限尽力しています。それと同時に実際の清掃活動を

通じて、日々生活している中で、一人一人が極力ごみを廃

棄しない配慮を怠らないことが今後の自然環境を保全し

ていくためには必要であることを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考） 

現在、富山県内の海岸の多くには、漂着物が押し寄せており、

美しい浜辺の喪失、生態系を含む海岸の環境の悪化、防護や環境

浄化などの海岸機能の低下、漁業への被害などの深刻な問題が発

生しています。 

漂着物は、県内ほぼ全域の海岸で確認されており、そのほとん

どが県内の川の流れを通じて流出し、漂着したものと考えられて

います。富山県生活環境文化部 環境政策課「海岸漂着物ポータ

ルサイト」では、県内の海岸漂着物の現状のほか、普及啓発や清

掃美化活動などの発生抑制に向けた取組みなどの情報を掲載し

ています。 

引用：富山県生活環境文化部 環境政策課 

 「海岸漂着物ポータルサイト」 

 

 富山大学ボランティアサークル MEETS*の取組み ―大学周辺の清掃活動― 

 富山大学杉谷キャンパスボランティア同好会の取組み ―クリーン・キャンペーン in 六渡寺― 

富山大学ボランティアサークル 

MEETS 
 

工学部電気電子システム工学科 

今枝 陸 

富山大学杉谷キャンパス 

ボランティア同好会 

代表 

（医学部医学科） 

田邊 祐貴 

富山大学公認サークルで、特に「環境」と「地域貢献」に

重点をおいた活動を行っています。 サークル名の由来は、

英単語 meet の意味である「会う・（人と）知り合う・（要求

に）満たす」を参考にして、「たくさんの方々と知り合いつ

つ、（ニーズに合った）要求を果たしていけるようなサーク

ルにしたい」という願いを込めています。 

 

（引用：富山大学ボランティアサークル MEETS 

Facebook） 

*富山大学ボランティアサークル MEETS 



 

  

学生・教職員の環境活動 
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実施日：平成 29 年４月 28 日 

場 所：校舎内や通学路、 

 部活動で利用しているランニングコース、富山駅前、

呉羽山、大学周辺、神通川河川敷など 

 

日頃利用している校舎内や通学路、部活動で利用してい

るランニングコース、富山駅前、呉羽山、大学周辺、神通

川河川敷など 12 コースに分かれ、2・3 年生の生徒と保

護者 24 名（学習サポート委員 20 名、役員 4 名）が清掃

活動を行いました。 

生徒たちは、付近住民の方とコミュニケーションを図り

ながら、一人一人が意識を持って真剣に清掃活動に取り組

みました。また、活動中に地域住民の方々から労いの言葉

を頂いたり、休憩時間に庭先を貸して頂いたりし、生徒達

にとっては、日ごろの

生活が多くの方々に支

えられていることを実

感し、感謝する一日と

もなりました。 

 

        

実施日：平成 29 年 8 月 20 日 

場 所：附属小学校敷地内 

 

早朝から総勢 300 名を超える児童や保護者、教員が集

まり、校庭やグランドなど広範囲に除草を行いました。 

ふぞくっ子が底力を発揮し、参加者全員が力を合わせて

がんばったおかげで、コンテナ２つ分に収まりきらないほ

ど多くの草を刈り取ることができ、とても気持ちの良い空

間となりました。

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 29 年６月５日、11 月７日、平成 30 年３月１日 

場 所：幼稚園園舎・敷地内 

 

子どもたちとお父さんお母さんが力を合わせて、子とも

たちが気持ちよく過ごせるように、心をこめて園舎の掃除

や園庭の除草を年３回行いました。３月の活動では、年中

組・年少組の子供たちとお父さんお母さんが、大好きな年

長組さんの新しい門出に向けて、お祝いの気持ちを込めな

がら一生懸命取り組みました。 

子どもたちが小さな体で大きな力となってくれたおか

げで、園をピカピカにすることができました。 

 

 

実施日：平成 29 年６月 11 日、８月 27 日 

場 所：幼稚園園舎・敷地内 

 

子どもたちが園庭でのびのびと元気よく安全に安心し

て遊ぶことができるよう、お父さん達は朝早くから集まり、

除草や樹木の剪定、遊具のペンキ塗りを行いました。 

お父さん達の気持ちのこもった整備のおかげで、園庭か

らはいつも子どもたちの笑顔と元気いっぱいの声があふ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（2）附属学校の取組み   

附属幼稚園の取組み―環境整備１― 

 

附属幼稚園の取組み―環境整備２― 

 

附属中学校の取組み―ボランティアを考える― 

 

附属小学校の取組み―クリーンアップ作戦2017― 

http://fes.u-toyama.ac.jp/pta/file_upload/100273/_original/100273_01.jpg
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実 施 日： 第１回平成 29 年 7 月 19 日 

 第２回平成 29 年 11 月 22 日 

参加者数： 第 1 回 557 名（内学生 316 人） 

 第 2 回 571 名（内学生 345 人）  

 

五福キャンパスでは年に２回、クリーンキャンパス作戦

を実施しています。これは、教育研究の場にふさわしい環

境を維持し、学生および教職員の環境美化意識の高揚を図

ることを目的としています。 

清掃では、案内板の清掃、除草・落ち葉の回収や建物の

陰や側溝など日頃目につかない場所のゴミ拾い等を行っ

ています。清掃後は、清々しい気持ちとなり、環境美化の

大切さを改めて実感する良い機会となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

実 施 日：平成 29 年 7 月 7 日 

参加者数：学生・教職員 約 90 名 

 

例年、杉谷キャンパスでは 6～７月頃に、 学生・教職

員が各担当エリアに分かれて、キャンパス内のゴミ拾い・

除草・溝掃除等を行っています。教育・研究および診療の

場にふさわしい環境づくりのため、今後も継続して活動を

行っていきます。 

実 施 日：平成 29 年 7 月 26 日 

参加者数：学生・教職員 約 250 名 

 

高岡キャンパス(芸術文化学部)では、武山学部長の呼び

かけで、快適に学べる美しいキャンパスを目指して、各人

の美化意識向上と、清掃をきっかけに学生・教職員の信頼

関係をより深めることを目的に、キャンパス美化活動「ク

リーンキャンパス GEIBUN2017」を実施しました。 

当日は、学生・教職員約 250 人が参加して屋内外の清

掃活動を行いました。翌週末にはオープンキャンパスも控

えていたことから、参加者は来場者に向けてのおもてなし

の気持ちを込めて丁寧に取り組み、見違えるように美しく

なったキャンパスを前に達成感を味わっていました。 

 

 

（3）学生・教職員相互の取組み   

 クリーンキャンパス作戦 

 
五福キャンパス 高岡キャンパス 

杉谷キャンパス 
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実施日：平成 29 年 4 月 5 日 

場 所：富山大学 水素同位体科学研究センター前 

  

初回の植え込みは平成 28 年 3 月で、今回は２度目とな

ります。前回植えたシバザクラは、１年で株間を覆い尽く

すほど成長し、斜面一面が満開のシバザクラで彩られまし

た。更に１年後には、より広範囲にシバザクラに彩られ、

通行する学生・教職員を和ませてくれることと思います。 

なお、植込み作業は、初回の作業同様、水素科学同位体

研究センター所属の学生・教職員とともに実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 29 年 4 月～10 月 

場 所：富山大学 環境安全推進センター 

  

環境安全推進センターの建物側にて緑化活動の一環と

して、５月中旬から１０月上旬まで、サツマイモを土のう

栽培しています。サツマイモは生育旺盛な蔓植物で、たく

さんの葉っぱが繁りグランドカバーに最適です。また、病

害虫の被害もなく、施肥は不要、水やりもほとんどいらず

栽培が容易という点でも適しています。また、秋にはサツ

マイモの収穫が楽しめます。 

 

グランドカバーは、建物のエントランス床タイルからの

照り返しを和らげ、グリーンによって気持ちを和らげる効

果があるので、来年度は他部局等にも土のう栽培によるグ

ランドカバーを広めていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 29 年 11 月 1 日 

場  所：富山大学五福キャンパスメインンストリート 

 

五福キャンパスのシンボルである、メインストリート沿

いのユリノキ並木は、植樹されている土壌の上を、歩行者

が通り抜けることが常態化し、年々踏み固められるなどし、

ユリノキが衰弱化しています。 

そこで、ユリノキを活性化させるべく、理学部岩坪教授

の指導の下、平成 26 年度より年に１度、土壌改良と施肥

を行っています。 

平成 29 年度は、岩坪教授と岩坪研究室所属の学生・富

山大学生協学生委員６名、ならびに環境安全推進センター

職員 5 名によって行いました。 

また、並木の間隔が空いている箇所には幼苗を植樹した

り、土壌改良用の腐葉土として、学内で製作している腐葉

土を利用するなど、新たな取組みも行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆肥を腐葉土を混ぜ込んでいる様子 

学内で製作している 
腐葉土 

幼苗を植樹 

グランドカバー 

 

ユリノキ活性化プロジェクト 

 

シバザクラの植え込み 

 

１年前（平成 28 年３月）に 
植込んだシバザクラ 

シバザクラの 
植え込み作業 

環境安全推進センターに設置したグランドカバー 

10月 ４月 

（4）環境安全推進センターの取組み   
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防災技術セミナーの会場風景 

       

 

 

 

開催日：平成 29 年 7 月 13 日 

会 場：富山大学黒田講堂会議室 

 

富山大学と国土交通省北陸地方整備局による「防災技術

セミナー」を平成 29 年 7 月 13 日、黒田講堂会議室にお

いて開催しました。同セミナーは、近年、地震や局地的な

集中豪雨などの自然災害が数多く発生しており、国民の生

命・財産を守るための備えとして、防災・減災に向けた知

識の習得を図ることにより、防災担当者の防災技術向上と

北陸地域の防災力向上を目的に開催しており、国、自治体、

関係企業約 80 名の参加がありました。 

北陸地方整備局総括防災調整官や富山大学の理工系の

研究者 3 名による事例発表があり、調査方法や経済損失

など具体的な質疑が行われ、今後の防災・減災のため役に

立つ実のあるセミナーとなりました。 

 

また、北陸地方整備局と富山大学との意見交換会や富山

大学の都市デザイン学部設立の概要説明等があり、今後の

ますますの連携強化について確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：平成 30 年 1 月 27 日 

会 場：富山大学経済学部 

 

東日本大震災から六年余り。この震災から何を学び、 

何をなすべきか。福島大学生・教員、富山大学生を囲ん

だ討論会が開催され、約５０名が参加しました。このシン

ポジウムでは、小島彰福島大学教授より基調講演をいただ

き、福島大学の職員、学生から地域に根ざした復興支援の

取り組みを紹介していただきました。 

 

 

１）防災・減災                      

（1）防災技術セミナー 

（2）市民公開シンポジウム「原発・復興・福島の声」 

プログラム 

基調講演

『地域と大学を繋ぐとはどういうことか　～「むらの大学」 の4年間 ～』

小島 彰 (福島大学教授)

オープニング・スピー チ

近藤 隆(富山大学学長補佐）

「被災地域の声と新たな取り組み」

高橋 あゆみ（福島大学地域コーディネーター)

「川内村農業六次化の取り組み」

秋戸 優花（福島大学生)

「原子力発電所が地域に与えた影響」

中村 圭太（富山大学生）

「グループ討議＋全体討議」ファシリテーター

橋本 勝（教育・学生支援機構教授）

クロージング・スピーチ

庄司 美樹（研究推進機構准教授、アイソトープ実験施設長)

7-2. 地域との連携（公開講座・シンポジウム・イベント） 
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開催日：平成 29 年 5 月 12 日 

会  場：富山大学五福キャンパス理学部多目的ホール 

 

日本海は温暖化の影響が顕著なことから、世界的な研究

の舞台として注目を集めています。中でも高低差 4,000m

を有する富山県は世界の縮図ともいえ、富山大学では「高

低差 4,000m 富山環境」プロジェクトを立上げ、十数年

にわたる研究と教育でリードしてきました。 

シンポジウムでは、ロシア・韓国・中国・日本から環境

学、法律学、人文社会科学の研究者、里山を資源に活動す

る農業実践者がパネリストとなり、環日本海地域や富山の

環境保全の現状について報告しました。ディスカッション

では互いの環境が密接につながっており、人と自然、研究

者と実践者など、様々な活動の中でも互いがつながること

の重要性を改めて確認しました。 

このシンポジウムは文部科学省科学技術人材育成費補助

事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色

型）」の助成により、理学部の張 勁教授が企画・運営した

もので、当日は約 100 名が参加し、「各国の問題には共通

するものがあり、協力の重要性を学んだ」「実践してわか

ることがある、という部分が勉強になった」などの声が聞

かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：平成 29 年 6 月 3 日・4 日 

会 場：富山大学杉谷キャンパス 薬学部附属薬用植物園 

 

6 月 3 日・4 日の両日、杉谷キャンパス内の薬学部附属

薬用植物園を一般公開しました。 

この一般公開は、平成 8 年から毎年、春季と秋季の年 2

回開催しています。初日は不安定な天気だったものの、2

日目は好天に恵まれ、園芸愛好家や家族連れ等、延べ 523

人が来園されました。 

園内には、約 2 千種の薬用植物等が栽培されており、

来園者は、殺虫剤の原料となるシロバナムシヨケギクや葉

が食用にもなるユキノシタ等、見頃をむかえた初夏の草花

を観賞し、薬用植物に理解を深めていました。 

当日は、薬用植物園職員から植物の生態や効能の説明を

受けながら園内を巡る「案内ツアー」が行われ、来園者達

は、砂糖の 350 倍の甘みをもち甘味料に用いられるステ

ビアの葉を実際にかじったりしながら園内を散策しまし

た。「生薬体験コーナー」では、生薬の味や匂いを体験す

ることができ、大変好評でした。 

また、先着 50 名に、初日はマツムシソウ、2 日目はミ

ヤオソウの苗が無料配布されました。 

 

（1）FUTURE EARTH 海の大河から見えてくる環日本海のこれまで、これから 

（2）薬学部附属薬用植物園の一般公開                     

案内ツアーで、植物の説明を聞く来園者 

２）エネルギー・生物多様性・気候変動                      

左から 張 勁教授、神山智
美准教授、河上めぐみ氏、吉
田尚郁氏、Dr.ヴィアチェス
ラフ ロバノフ、Dr.ギョン 
リュル キム、Dr.スーメイ 
リュウ 
 

会場風景 
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地域との連携 

 

環境方針３| 全構成員の参画・地域との連携に関すること 

TOYAMA UNIVERSITY 

 

 

開催日：平成 29 年 12 月 8 日 

会 場：富山大学五福キャンパス 理学部多目的ホール 

 

富山大学では東日本大震災以後、放射線に関する情報発

信講演会を開催しておりましたが、このたび、市民公開講

演会「放射線から未来の地球環境を考える」を開催しまし

た。 

本講演会では、東京大学大気海洋研究所 植松 光夫教

授の基調講演をはじめ、福島第一原子力発電所の事故によ

る環境への影響について各分野からそれぞれの現状と課

題をわかりやすく紹介いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 29 年 9 月 9 日～10 月 8 日 

会 場：富岩運河環水公園、富山県美術館 

 

富山大学芸術文化学部では、教員及び学生の作品を、富

山県の代表的な公園である富岩運河環水公園内に展示す

る「GEIBUN オープンエアミュージアム in 環水公園」

を平成 22 年度から開催しています。 

富岩運河環水公園を利用される多くの市民の方々に、豊

かな水と緑あふれる公園内で、本学部の学生・教員が制作

した様々な作品に触れる場を提供し、また平成 29 年 8 月

に隣接してオープンした富山県美術館においてもワーク

ショップなどに親しんでいただくことで、富山の新たな魅

力を創出するとともに、芸術文化の関心を深めていただく

ことを目的としています。 

 

  

（1）GEIBUN オープンエアミュージアム in 環水公園 

3）教育関係                  

（3）市民公開講演会 放射線から未来の地球環境を考える                     
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開催日：平成 29 年 8 月 5 日 

会 場：富山大学杉谷キャンパス  

    和漢医薬学総合研究所 民族薬物資料館 

 

「ひらめき☆ときめきサイエンス」とは全国で実施され

ている日本学術振興会の事業の一つです。これは、研究機

関で行っている最先端の科研費の研究成果について、小学

校 5・6 年生・中学生・高校生の皆さんが、「直に見る」「聞

く」「ふれる」ことで、科学のおもしろさを感じでもらう

プログラムとなっています。 

富山大学で開催した 4 つのプログラムのうち、杉谷キ

ャンパスで開催した「和漢薬ってこんなに身近にあったん

だ！～和漢薬体験してみよう～」では、民族薬物資料館の

展示室で、展示生薬を手に取りながら、原産地や用途等に

ついて学習しました。また、いくつかのグループに分かれ

て、数種類の薬草・ハーブを用いた薬草ブレンドティー作

りを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：平成 29 年 9 月 23 日～24 日 

会 場：富山大学理学部、工学部 

 

富山大学理学部と工学部が共同で「理工ジョイントフェ

スタ」を開催しました。理学部で開催した「サイエンスフ

ェスティバル」では、科学の面白さを感じることができる

さまざまな科学実験の体験やサイエンスショーなどが行

われました。 

工学部が開催した「夢大学 in 工学部 2017」では、プ

チ科学教室、おもしろ体験などが行われました。また、理

工共同特別講演として、「電気製品ごみはどこへ行く？」

が開催されました。 

 

 

 

（2）ひらめき☆ときめきサイエンス「和漢薬ってこんなに身近にあったんだ！～和漢薬体験してみよう」 

（3）富山大学「理工ジョイントフェスタ」 理学部サイエンスフェスティバル＆夢大学 in 工学部 2017 
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8-1.グリーン購入実績・コピー用紙使用量 ............................. 41 

●グリーン購入実績 

●コピー用紙使用量 

 

 

8-2.エネルギー・水資源使用量 ............................................... 42 

●電力 ●灯油・都市ガス 

●重油 ●LP ガス ●水資源

 

 

8-3. 廃棄物および CO2の排出量・廃棄量 .............................. 43 

●事業系一般廃棄物 ●産業廃棄物 

●特別管理産業廃棄物 ●温室効果ガス（CO２換算） 

●構成員一人あたりの使用量・排出量

 

 

8-4. 平成 29 年度省エネルギー・省資源活動への取組と成果 
 ................................................................ 45 

●省エネルギーへの取組と成果 

●光熱水料に関する課題 

 

  

 

 

 

 

環境方針４ 

グリーン購入等、エネルギー・水資源、 

排出量・廃棄量に関すること 
 

五福キャンパス 理学部総合研究棟 
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本学では、環境負荷の削減を図るため、「国等による環

境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」

に基づき、「国立大学法人富山大学における環境物品等の

調達の推進を図るための方針」を定め公表し、できる限り

環境への負荷の少ない物品等の調達に努めることとして

います。 

調達を実施する品目については、調達目標を 100％と

していましたが、平成 29 年度は一部の品目において、環

境物品を調達できない場合がありました。特に、「移動電

話」と「作業手袋」に関しては、平成 29 年度から引き続

き調達率が他の品目よりも低いため、一層の改善が必要と

考えられます。 

100％を達成できなかった理由については、業務上必要

とされる機能、性能上の必要性から、特定調達品目の判断

基準を満足する規格品がなかったことなどが理由に挙げ

られます。今後、物品を調達するにあたり、教育研究上の

事情を考慮しつつ、調達目標値を達成できるよう環境物品

等の調達の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、削減努力を重ねていたにもかかわらず、平成 28

年コピー用紙の調達量は、平成 26 年度から増加傾向にあ

りましたが、平成 29 年度の調達量は前年度より 2.6％減

となりました。また、平成 29 年度のコピー用紙の特定調

達物品の調達率（グリーン購入実績）はほぼ 100％（平

成 28 年度は 99.8％）でした。 

本学では構成員一人ひとりに対し、削減意識の向上を図

り、両面印刷やミスプリントの再利用を促しています。 

今後、より一層の削減を図るため、継続して構成員に対

し、削減意識の向上を図っていきたいと考えています。 

 

 

 

  

8-1. グリーン購入実績・コピー用紙使用量 

グリーン購入実績                     

区分 単位 総調達量
特定調達物品

等の調達量

特定調達物品

の調達率％

 紙類 ｋｇ 180,440 180,274 99.9

 文具類 点 309,611 308,226 99.6

 オフィス家具等 点 1,670 1,621 97.1

 OA機器 台 16,674 15,911 95.4

 移動電話 台 18 10 55.6

 家電製品 台 81 77 95.1

 エアコンディショナー等 台 26 26 100.0

 温水器等 台 3 3 100.0

 照明 個 4,548 4,536 99.7

 自動車等 台 21 16 76.9

 消火器 本 52 52 100.0

 制服・作業服 着 658 658 100.0

 インテリア・寝装寝具 点 160 127 79.4

 作業手袋 組 938 590 62.9

 その他繊維製品 枚 34 28 82.4

 設備 点 0 0 －

 防災備蓄用品 点 16914 16914 100.0

 公共工事 件 11 11 100.0

 役務 件 7,822 7,815 99.9

富山大学グリーン購入実績（平成29年度）
富山大学グリーン購入実績（平成 29 年度） 

コピー用紙使用量                    
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平成 29 年度は、前年度比 0.8％減となりました。過去 5

年間を見ても総使用量は減少傾向にあり、5 年間で 4.4％削

減しました。 

 

 

 

平成 26 年度より、杉谷キャンパスにおいて、燃料のベス

トミックスに取り組んでいます。灯油と都市ガスの使用料

金を抑えるため、燃料単価の変動を見極めながら使用燃料

の調整を行っています。平成 29 年度の前年度比灯油使用量

は 24%減、都市ガスは 36%増となりました。 

 

 

 

平成 29 年度は、前年度比８％増となりました。これは、

暖房期に気温が例年よりも低かったことが影響しました。

また、過去 5 年間では 12％の削減を達成しました。 

 

 

 

平成 29 年度は、前年度比 0.3%減で、ほぼ同じレベルで

した。一方、過去の推移を見ると、ＬＰガスの使用量は平

成 25 年度から大幅に減少しており、5 年間で 22.2％の削

減を達成しました。これは構成員の省エネの意識向上と活

動の成果によるものと考えられます。 

 

 

 

平成 29 年度は、前年度比で市水は 17％増、地下水は５％

増、工業用水は２％減となり、水資源全体では 14.4%増と

なりました。増加の主な要因は、冬季の降雪期間が長くか

つ降雪量が多かったため、井水のない杉谷キャンパスで融

雪に使用する上水が増えたことによります。
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学内で発生する生活系の廃棄物は事業系一般廃棄物と

して処分されます。このうち紙くず、木くず、生ごみなど

は可燃ごみとして、また、缶、ビン、プラスチックなどは

不燃ごみとして取り扱われています。なお、古紙、空き缶

（飲料缶）、プラスチック（ペットボトル）は資源化物と

して取り扱われています。平成 29 年度の一般廃棄物の総

排出量は、731.3 トンで、前年度比 24.9 トン（3.3％）

の減少となりました。その主な要因は、五福キャンパスで

の削減効果が顕著で不燃ごみ、可燃ごみ、古紙において減

少し、36.4 トン（5.0%）の削減でした。また、杉谷、高

岡キャンパスは前年度とほぼ同じでした。 

 

 

 

平成 29 年度の産業廃棄物の発生量は 249 トンであり、

前年度比で 89 トン（26.3％）減少しました。発生した廃

棄物の上位に廃プラスチック 98.3 トン、金属くず 95.1

トン、ガラス等 19.9 トン、汚泥 15.0 トンが含まれ、こ

の 4 種類の合計で全体の 91.5％に達しています。 

平成 29 年度は全キャンパスで前年度より減少傾向にあ

り、高岡地区では汚泥、五福地区及び杉谷地区では金属く

ずの減少が顕著でした。 

 

 

 

平成 29 年度の特別管理産業廃棄物の発生量は 268 ト

ンであり、前年度比で 27.9 トン(11.6%)の増加で、その

内 23.8 トンは感染性廃棄物の増加によるものでした。発

生した廃棄物の上位２種に感染性廃棄物 217.1 トン、廃

油（有害）37.3 トンが含まれ、この２種類の合計で全体

の 94.9%に達しています。上位２種は昨年と種類は同じ

で、発生量は約 19.3 トン増加しました。感染性廃棄物は

主に医療関係業務から、廃油（有機系廃液で有害物質を含

む）は実験系業務から発生したものです。 

 

 

 

燃料系エネルギー（灯油、都市ガス、重油）は前年度比

約 170ｔ減少しました。電力では使用量が 0.8％減少しま

したが、北陸電力の排出係数が上がったことから CO2 換

算値は、前年度比約 320ｔ増加しました。非エネルギー

系では CO2 換算で 590ｔ排出し、その内訳は実験用の六

フッ化硫黄によるものが 99.8％を占めていました。エネ

ルギー系と非エネルギー系を合わせた全体での排出量は

前年比で、1.1%の増加となりました。また、過去 5 年間

では 10.1％の削減となりました。 
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医学部、附属病院を有する中規模及び大規模（構成員数

8,000～36,000 人）の 13 国立大学法人について、平成

29 年度環境報告書の記載情報（平成 28 年度実績）から、

構成員 1 人当たりのエネルギー使用量、水の使用量、コ

ピー用紙使用量、CO2 排出量、廃棄物排出量を算出し、本

学の値と比較しました。各図ともに、●印は平成 28 年度

の他大学の実績、■印は平成 28 年度の富山大学の実績、

■印は平成 29 年度の富山大学の実績を示しています。 

 

 平成 29 年度の実績では、全項目について 13 大学の平

均値より小さな値になりました。しかし、5 項目の内、水

の使用量とCO2排出量が本学の平成28年度実績より増加

しました。  
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平成 25 年度から平成 29 年度の過去５年間の推移をみ

ると、建物面積の 8.9％増加に加え（図 1）、エネルギー

使用量は 8.1％減少したことにより(図 2)、結果としてエ

ネルギー消費原単位は 5 年間で 15.6%減少しました (図

3)。この 5 年間を平均すると約 3%ずつの削減となり、目

標の年平均 1%減、5 年間で 5%減を達成しています。こ

れは、建物面積の増加に留まらず、構成員による環境配慮

活動と老朽改善事業による省エネ設備の導入や ESCO 事

業の成果が表れ、省エネルギー化が図られたものです。し

かしながら平成 29 年度は平成 28 年度と同レベルの値と

なり、エネルギー削減効果が頭打ちとなりました。今後、

ESCO 事業の更なる推進と省エネルギー活動の徹底に加

え、高効率機器や再生可能エネルギーの導入についても積

極的な取組みが必要と考えています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学では環境配慮活動の中でエネルギーと水の使用料

の削減を掲げ、全学的な活動を展開してきました。その結

果、この 5 年間の推移では、平成 26 年度から平成 28 年

度までは、順調に削減してきましたが、平成 29 年度は、

平成 28 年度比でエネルギー使用料金が 9.6％、水資源使

用料金が 9.8％増加し、全体で約 9 千万円の増加となりま

した（図 4）。 

これは、各種エネルギー単価の上昇に加え、平成 29 年

度は冬季の降雪量が著しく多かったことにより、融雪のた

めの水使用量が増加したことが大きな要因です。 

今後は、エネルギーのベストミックスに加え、様々なエ

ネルギーを選択肢として検討することが必要であると考

えています。 
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環境報告書の信頼性向上に向けて 第三者意見に対して 

 

昨年度は、「富山大学環境報告書 2017（2016 年度実績

を掲載）」において山口実彦氏（氷見市環境・交通防犯課

課長）から第三者意見を頂きました。その中で、ご指摘頂

いた事項について、本学の 2017 年度の取組状況を報告し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取組状況１： 

本学では平成 17 年度から学生、教職員を対象として外

部講師による環境内部監査員養成講習を実施しています。

平成 29 年度現在で講習会の修了者数は学生が 197 名、

教職員が 166 名の計 263 名が修了し、環境内部監査に参

加しています。講習会の修了者は、さらに本学の環境内部

監査に関する説明会を受けた後、監査チームの打合せを経

て、各部局の現地にて監査を行います。近年は、当該年度

受講者だけに留まらず、前年度以前の受講者からも監査に

協力いただき、より多くの経験を積めるように工夫してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取組状況２： 

本学では全教職員を対象としたクリーンキャンパス作

戦を実施しています。 

全学に実施の呼びかけを行うのは基本的には年２回と

なりますが、その他、生協の学生委員会、ボランティアサ

ークルなど自主的な活動を継続しているグループもあり

ます。授業、会議、その他本務に支障のないことを条件と

してスケジュール調整し、実施していることもあり、参加

者数には限りがあるのが現状です。今後は、実施時期や時

間帯、回数などを工夫するとともに、より積極的な参加へ

の呼びかけを行いたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取組状況３： 

本学では生協での取り組みが主な活動となります。メニ

ューの工夫により食品ロス・食品廃棄物の削減を行ってい

ます。定型のセットものから生協利用者の好みに合わせて

選べる小鉢ものへの変更や、ご飯のサイズを複数、設ける

など、利用者が自分の必要なものを必要な量だけ選べるよ

うにメニューに工夫が凝らされています。今後は、利用者

の状況について観察を継続しつつ、さらなるメニューの工

夫や改善に取り組んでいきます。また、機会を捉え、食品

ロス・食品廃棄物削減について学生、教職員の意識向上を

図っていきたいと考えています。 

 

■指摘事項２：貴大学においても、クリーンキャン

パス作戦等が実施されていますが、構成員の数から見

ると参加者が少ないように思われます。自分たちの学

びの場であり、職場であることから、原則としてすべ

てが参加できるような計画を検討してみてはいかが

でしょうか。 

■指摘事項１：監査員には多くの学生を登用してい

ますが、その役割は重く、今後の学生生活はもとより、

社会活動においても有意義な体験となると思われま

す。信頼性の向上の観点からも、より一層の充実した

養成講習会を開催されることを望みます。 

■指摘事項３：貴大学においても多数の教職員・学

生が在籍しており、これまでも大学生協等の食品廃棄

ロスの取組みもされているようですが、この運動に積

極的に参加し、さらに食品ロス・食品廃棄物削減対策

の推進に努めてもらいたいと思います。 
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平成 30 年 1 月～2 月に環境マネジメントシステム

（EMS）の運用状況について環境内部監査を実施しました。

今年度は、これまでの監査の基本方針と考え方を保持しつ

つ、従来通り監査チームが現地で行う監査（15 部局等）

ならびに事務局が行う書類とメールでの確認を中心とし

た監査（18 部局等）を併用しました。従来通りの監査で

は、教職員、学生で構成される環境内部監査員が、2 名 1

チームとなり、合計 15 チームでそれぞれの担当部局

の監査を行いました。今回の監査は、教職員が 17 名

（9 名が新規）、学生監査員が 13 名（13 名が新規）

の合計 30 名で実施しました。監査チーム毎に事前打

合せを行うことに加え、各部局の環境安全推進員及び

関係者の協力により適切かつ円滑に進めることがで

きました。監査リーダーは教職員が務めましたが、学

生の監査員からも部局の環境安全推進員に対し、積極

的な質問がありました。また、監査終了後に監査体験

文を提出いただき、今後の活動の活性化を図る上で有

意義な監査となりました。今後は今年度、実施した 2

つの方法を併用し、監査の効率と監査の質の水準向上

を図りたいと考えています。 

 

4 つの環境方針に従い、各部局で計画された環境配慮活

動年度計画の具体的活動事項について『質疑応答』、『資料

のチェック』及び『現場確認』を実施した結果、監査項目

数 429 の内、適合数が 425（特記（推奨）事項 8 含む）、

重大な不適合が 0、軽微な不適合が 2、観察事項が 2 とな

りました。前年度より、軽微な不適合が 2 増となり、不

適合に該当する項目があった部局に対して、是正措置を要

求しました。 

今年度は適合の割合が 99.1%、軽微な不適合の割合が

0.5％、観察事項の割合が 0.5%（前年度：適合 99.5%、

観察事項 0.5%）でした。前年度より軽微な不適合の割合

が増え、適合の割合が少し減りましたが、監査項目数（環

境配慮活動年度計画数）が前年度より 12％増えており、

より多くの環境配慮活動が推進されました。環境配慮活動

年度計画において、概ね計画通り推進されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査状況         監査結果         

≪内部監査評価区分≫ 

○：適合 

A ：重大な不適合 

B ：軽微な不適合 

C ：観察事項（アドバイス） 

Z ：今後、他部局にも推進した方が良いと思われる事項 

 

評価区分（前年度との比較） 
 

内　　容 平成29年度 平成28年度

（平成30年1,2月監査） （平成29年1,2月監査）

延べ監査項目数 429 383

適合（○）と特記事項（Ｚ）の計 425（内Zの数:8） 381（内Zの数:10）

重大な不適合（Ａ） 0 0

軽微な不適合（Ｂ） 2 0

観察事項　　（Ｃ） 2 2

項　目　数

信頼性の向上に向けて 

平成 2９年度環境内部監査の監査状況および監査結果について 
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年度計画の実施状況及びその達成結果について自己評

価を行い、「達成度自己評価」として表しました。これは

計画の実施状況及び達成度結果を総合的に判断するもの

で、平成 29 年度の自己評価は下表のとおりです。本学が

進める平成 29 年度環境配慮活動において、大学が定める

活動事項（目的）の数は 30 項目であり、これらを部局等

でさらに展開し、具体的活動事項（目標）429 項目を実

施計画として掲げていました。これら 429 の事項につい

て内部監査を実施し、その結果について評価を行いました。

自己評価によれば平成 29 年度の達成率は 99.1％で、概

ね計画通りに実施されました。各部局の環境安全推進員は、

定期的に計画の進捗を確認するとともに、各構成員と協力

し、年度計画を積極的に推進しました。今後も全員参加に

よる環境配慮活動を継続していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

平成 29 年度は、環境推進員連絡会（5 月、9 月）、環境

内部監査員講習（9 月）、環境配慮活動の企画・立案・実

施（年間）、環境内部監査（1 月～2 月）及び環境マネジ

メント会議（９月、３月）を着実に実施することにより、

各部局の環境配慮活動の PDCA サイクルが連動性を持た

せ、大学全体の PDCA サイクルとして成果を上げること

ができました。 

環境配慮活動では、本学の４つの環境方針に則り、各部

局に配置された 88 名の推進員が中心となって各部局の計

画を作成（P）・推進（D）し、その計画の実施状況を 30

名（学生 13 名、職員 17 名）の環境内部監査員がチェッ

ク（C）し、環境マネジメント部会に報告され審議（A）

しました。 

各部局では、本報告でも掲載しているように環境方針１

に関連する、教育・研究、講演会、シンポジウムを学内外

において継続的に開催し、多くの成果を上げることが出来

ました。また、環境方針２の法の遵守に関する点では、

29 年度は重大事故等の発生はありませんでしたが、排水

や廃棄物関係で注意を要する事案の発生が後を絶ちませ

んでした。環境方針３の全構成員の参画・地域との連携に

関することでは学生、教職員が学内外で企画開催される事

業に積極的に参画し、各人の環境配慮に関する意識の向上

を図るとともに地域への理解を深めることが出来ました。

また、環境方針 4 のグリーン購入、エネルギー使用量、

排出等に関することでは、環境負荷の小さい物品の購入の

推進、冷暖房温度の管理推進、３R を推進しました。省エ

ネルギーでは全構成員の協力による省エネ活動や設備等

の省エネチューニングを推進し、前年度比で同レベルの使

用量に抑えることが出来ましたが、各種エネルギー単価の

高騰により、費用は約 1 割増加しました。他方、廃棄物

発生量の抑制・削減においては平成 26 年度から 4 年連続

で減少しており、平成 29 年度は平成 26 年度比で約２割

を削減することができました。全体として、平成 29 年度

は、昨年と同等の成果が得られる中、各種活動への参加者

数が十分とはいえないなど、構成員の意識向上が引き続き、

課題となりました。 

達成度自己評価                    

平成 29 年度の活動の総括                    

自己 活動事項 具体的活動事項

評価 （目的）数 （目標）数

 環境教育・研究に  環境教育の授実 ◎ 2 15 15

 関すること  環境分野の研究の推進 ◎ 2 4 4

 法の遵守 ◎ 2 45 45

 ハザードの認識と化学薬品等の安全管理 ○ 3 31 31

 教育・訓練の実施と推進 ○ 1 28 28

 環境配慮活動の周知徹底と推進 ◎ 3 71 71

 受動喫煙防止対策 ◎ 1 27 27

 学生の環境配慮活動 ◎ 2 8 8

 地域との連携活動 ◎ 1 6 6

 省エネ、省資源、廃棄物等に関する現状把握 ◎ 2 15 15

 グリーン購入製品の購入の周知徹底 ◎ 1 16 16

 省エネの推進、徹底 ◎ 2 42 42

 省資源の推進、徹底 ◎ 2 47 47

 リサイクルの推進、徹底 ◎ 3 37 37

 廃棄物の削減 ○ 3 37 37

環境方針４
グリーン購入、エネルギー

投入、排出等に関すること
194

環境方針２ 法の遵守に関すること 104

環境方針３
全構成員の参画・地域との

連携に関すること
112

環境方針区分  活動計画 内部監査対象数

環境方針１ 19

平成 29 年度達成度自己評価（表） 
 

◎：目標達成（達成率＝100%）、 ○：標概ね達成（達成率＝80%以上 100%未満）、 

△：目標一部未達成（達成率＝50%以上 80%未満）、 ×：目標未達成（達成率＝50%未満） 

活動事項：富山大学の定めた活動事項（目的）、 具体的活動事項：各部局等で定めた具体的は活動事項（目標） 
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「環境報告書２０１８」を拝読し、「富山大学環境宣言」

の制定以降、地球環境の保全に対して学生・教職員が一丸

となって継続的かつ着実に活動されていることを理解す

ることができました。 

本報告書では環境方針１～４に沿って取り組みが紹介

されており、環境方針と活動との関係性が分かり易くなっ

ています。一方、環境方針に沿って定めた「富山大学環境

配慮活動年度計画」に対する活動の効果が不明瞭と感じま

した。それぞれの活動について年度ごとに可能な限り数値

目標や達成点を設定し、地球環境の改善度合いが分かるよ

うにしたほうが良いと思います。 

 

以下、環境方針１～４の報告内容について所感を述べま

す。 

 

＜環境方針１＞ 

持続可能な社会の実現を目指した教育や研究が各専門

領域の中でなされ、担当者の顔が見える報告は興味深く、

成果があがっていることは大変評価できます。また、一般

市民を含めた幅広い方面の方々が参加する富山大学環境

塾が 11 回目を迎え、地域社会へ成果の還元が着実に行わ

れています。今後更に取り組みが充実することを期待しま

す。 

 

＜環境方針２＞ 

コンプライアンスの遵守は、活動の前提であり、社会的

責任の根幹を成すものです。特に教育研究活動において多

くの化学物質を使用している現状を踏まえ、徹底した管理

方法の整備と運用、教育、モニタリングにより、学生や教

職員の安全確保はもとより地域社会の安全・安心に大きく

貢献しています。今後も、継続した活動をお願いします。 

 

 

＜環境方針３＞ 

一人ひとりの意識が活動の成果や継続性に影響します。

今後も高い環境意識を持てるよう取り組みの充実を期待

します。また、公開講座やシンポジウム、イベントを通じ

て参加者や地域の意見を収集し活動に反映することで、よ

り社会からの要請に対応じた活動となるのではないでし

ょうか。 

 

＜環境方針４＞ 

エネルギー使用量や廃棄物の削減など環境負荷削減に

ついては、一定の効果が出ていることは推察できます。今

後は、目標値を設定し、計画達成に向けて行った取り組み

を是非、紹介してほしいと思います。また、貴学が直接行

う活動範囲に留まらず、積極的なグリーン購入推進を通じ

た環境配慮活動の広がりを期待します。 

 

おわりに 

パリ協定や SDGｓを背景に、持続的な成長にむけて長

期的な視点で取り組む必要が叫ばれています。貴学におい

ても SDGｓとの関連を明確にして、長期的な視点で地球

環境の保全に取り組むとともに、貧困、人権、平和、開発

といった様々な現代社会の課題を含めた持続可能な社会

づくりの担い手を育む教育（ESD）や活動を期待します。

加えて、卒業生の皆さんが社会で活躍されることを願って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三者意見 

 

 

 
ＹＫＫ株式会社  

環境・安全部長 

 

村田 康博 

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001 年に策定されたミレニ

アム開発目標（MDGs）の後継として、2015 年 9 月の国連サミッ

トで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて

記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標です。持続可能な

世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成さ

れ、地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）

ことを誓っています。SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身

が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、日本としても積

極的に取り組んでいます。 

引用資料：外務省ウェブサイト「JAPAN SDGs Action Platform」 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html 

ＳＤＧｓとは 
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本学は平成１７年１０月の三大学統合を機に、「富山大

学環境宣言」を制定し、その環境理念と環境方針に則り、

総合的教育・研究機関として環境・安全・衛生の様々な問

題に取り組んで参りました。これらの環境方針は、単に宣

言するだけではなく、学内において共通認識として浸透し、

実際の活動に結びついてゆくものでなければなりません。

設定された方針や規定が遵守され、計画が適切に実施され

ていることが重要です。また、本報告書の冒頭のトップメ

ッセージにもありますように、環境報告書の作成と公表は

本学の重要な行動規範の一つとなるものであり、日々行わ

れる教育・研究活動を通じて、環境・エネルギー、化学物

質管理、廃棄物、労働安全衛生の各マネジメントを実行し、

その水準を高めていくことは、大学に求められる社会的責

任を果たすことにも繋がるものです。 

「環境報告書 2018」の環境方針１の章では、各部局の

教員による環境をテーマとした教育研究に関する取組や

学内外の参加者が現代の環境問題について考える環境塾

などについて記載し、環境方針２の章では全学的に実施し

た第 2 回目の化学物質リスクアセスメントをはじめとす

る化学物質管理や廃棄物・排水管理と安全衛生管理の現状

を記載しました。環境方針３の章では学生・教職員及び児

童・生徒による環境活動や地域との連携について記載し、

環境方針４の章では、グリーン購入、エネルギー・水資源

投入と廃棄物や温室効果ガス排出量の５年間の推移とそ

の傾向について記載しました。環境報告書の信頼性向上の

章では、本学の環境マネジメントにおけるＰＤＣＡサイク

ルを踏まえて、学生・教職員による環境内部監査結果と自

己評価の結果を記載しました。また、本学の環境配慮活動

について、今年度は、YKK 株式会社の村田康博氏から、

第三者意見を頂きました。世界で事業展開されている民間

企業としてのグローバルな視点から貴重なご意見を頂き

ましたことに感謝申し上げます。 

さて、この５年間の本学の環境配慮活動に関する取組成

果に目を向けますと、様々な教育・研究活動が推進される

中で、エネルギーが原油換算で 8.1％、水資源が 18.8％、

二酸化炭素が 10.1％、廃棄物が 13.4%といずれも大幅な

削減を達成できました。これは、ひとえに、学生、教職員

及び関係者の皆様の協力と不断の努力の賜であり、皆様に

は深く、感謝申し上げます。一方、PCB、水銀、不要薬品

等の廃棄物の適正な管理と処分、高圧ガスの適正管理など、

全構成員の意識の向上と実効性のある管理体制の構築な

ど、今後、取り組むべき課題も見えてきました。これらの

ことを踏まえ、本学は教育・研究機関としての環境・安全・

衛生のあるべき姿を提示しつつ、環境・エネルギー、化学

物質、廃棄物、安全衛生に対処する姿勢を明確に伝えられ

るように努めて参ります。 

読者の皆様には、富山大学の取組に引き続き、ご理解と

ご支援を賜りますとともに、忌憚のないご意見、ご感想を

お寄せいただきたく宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

統括環境安全衛生管理者  

理事・副学長 

 

広瀬 貞樹 

 

むすび 
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2017 年の富山大学での環境配慮活動についてまとめ

た環境報告書をお届けします。 

富山大学では、平成１８年に環境マネジメント体制を整

備、平成２６年には、環境安全衛生管理と化学物質管理を

強化するために、新たな環境安全衛生マネジメント体制を

構築して、環境配慮活動に積極的に取り組んでまいりまし

た。大学の使命は教育と研究ですが、学内の環境配慮活動

を通して、本学の学生が環境安全衛生マネジメントに関心

を持ち、環境配慮活動に自主的に関わりをもつことができ

る大学になることを目指しています。本報告書では、富山

大学の環境配慮活動の概要とともに、大学で行なわれてい

る環境関係の教育や研究も紹介していますので、ぜひご一

読いただき、富山大学の環境配慮活動をより身近に感じて

いただきたいと思います。 

 

大学では、教育・研究や一般業務において膨大な量の廃

棄物が発生します。本学については、ここ数年徐々に発生

量が減ってきていますが、昨年度の排出量は、事業系廃棄

物 730t と産業廃棄物 250t もありました。IT 技術が発展

した現在にあっても、授業や会議などのペーパーレス化の

実現にはほど遠い状況で、毎年膨大な紙ごみが生じていま

す。勿論、事業系廃棄物のなかの古紙や空き缶、ペットボ

トルなどは資源ゴミとしてリサイクルされて資源化され

ています。しかし、最近プラスティックゴミ（プラゴミ）

は国際的に深刻な問題となりつつあります。 

我が国では容器包装リサイクル法に基づいて、プラゴミ

のリサイクル体制が整備されています。家庭から出るプラ

ゴミについては、きちんと分別洗浄され、地方自治体や販

売店などで回収され、良質の資源ゴミとしてリサイクルさ

れています。一方、飲食店や事業所などから排出される分

別洗浄されていないプラゴミの一部は、中国や東南アジア

などに輸出されて、再資源化され、プラスチック製品に生

まれ変わり、それを輸入するという形でリサイクル体制が

成り立っていました。ところが世界最大のプラゴミ輸入国

であった中国が、環境汚染を理由に 2017 年末で輸入を禁

止したため、現在、日本など多くの先進国のプラゴミのリ

サイクルシステムが停滞する状況に陥っています。 

軽量で安価であるプラスチックは、私たちの生活に無く

てはならない材料になっています。しかし、製造コストが

低いがゆえにリサイクルの経済性が悪いことや、河川に投

棄されたプラゴミがマイクロプラスチックとして海洋汚

染を引き起こしていることなどから、使い捨てプラスチッ

クの使用を国レベルで規制すべき時期にきていると思い

ます。本学においても、事業系廃棄物の削減を行うだけで

なく、深刻化しつつあるプラゴミの問題について考える機

会を増やす必要があります。 

最後になりましたが、YKK 株式会社の村田康博様には

ご多忙の中、本報告書についての第三者意見を執筆して頂

き、厚くお礼申し上げます。また、本報告書に寄稿して頂

いた先生方、および資料収集に協力して頂いた皆様に感謝

申し上げます。 

編集委員長  

環境安全推進センター長 

 

野﨑 浩一 

 

編集後記 
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8.

富山きときと空港

富山ライトレール

富山西I.C 富山駅新高岡駅

高岡駅

高岡北I.C

東

海

北
陸

自

動

車

道

北陸新幹線

富山湾

富山大学キャンパス位置図 
 

石川県 

新潟県 

岐阜県 

長野県 

   

 

        
五福キャンパス 杉谷キャンパス 高岡キャンパス 

〒930-0194  富山市杉谷 2630 〒930-8555  富山市五福 3190  〒933-8588  高岡市二上町 180 
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◆富山大学環境マスコットキャラクターの紹介 

エコ博士 

環境のことならなんでも知っているエコ博士。 

頭は「エコ」の文字が縦になってできたエコバッ

クの形。ひげは双葉をイメージしました。 

とみまる君 

美しい自然をイメージしています。丸い形はきれ

いな空気、頭から生えている葉は、生き生きとした

植物です。 

鮮やかな緑は生命力の源です。その葉からは立山

の雪解けによる清らかな水が滴となっています。自

然豊かな富山ならではのキャラクターです。名前は

「富山を守る」「自然を守る」イメージで名づけま

した。 

クロロくん 

環境をイメージした緑色をベースにしました。胸

には富山大学の『Ｔ』とエコロジーの『Ｅ』を合体

させてモチーフにしたマークを付けています。名前

は、葉緑素（クロロフィル）から環境を育む緑の源

をイメージしたものです。 
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